
令和４年度第１回加須市総合振興計画推進懇話会 

【書面開催】 
 

 

■議  題 

（１）加須市総合振興計画実施状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜委員の皆様へのお願い＞ 

 ・本懇話会資料等について、同封の意見様式に委員名及び意見の「有」・「無」にチ

ェック・記入の上、お手数ですが８月３１日までに、（返信用封筒にて郵送・メール・

FAX・窓口持参の何れかの方法で）ご提出くださいますようお願いします。 

 ・意見がない場合も「無」にチェックの上、ご提出くださいますよう、御協力をお

願いします。 

                                     E-mail：seisaku@city.kaszo.lg.jp 

                                       FAX:0480-62-5981 

                                          

＜本来の会議の流れ＞ 

１ 開  会 

２ 委嘱状の交付 

３ あいさつ 

  市長あいさつ 

４ 会長・副会長の選任 

５ 会長・副会長あいさつ 

６ 議  題 

（１）加須市総合振興計画実施状況について 

７ 閉  会 

＜配布資料＞ 

・加須市総合振興計画推進懇話会設置要綱 

・委員名簿 

・委嘱状 

・【資料１】第２次加須市総合振興計画の進行管理及び懇話会資料の構成について 

・【資料２】加須市総合振興計画 ～令和３年度の取組状況～ 

・【資料３】加須市総合振興計画前期基本計画実施状況（参考） 

・令和４年度第１回加須市総合振興計画推進懇話会意見 

 

mailto:seisaku@city.kaszo.lg.jp


■委員任期：令和４年８月１９日　から　令和６年８月１８日　までの２年間

区　　分 ふりがな 団体名 役職

（１）市内の公共的団体等の代表
者（１５名）

小倉　和夫 おぐら　かずお 加須市農業委員会 会長

岡田　輝彦 おかだ　てるひこ 加須市自治協力団体連合会 会長

鈴木　君惠 すずき　きみえ かぞ地域女性会連合会 会長

田代　幸規 たしろ　ゆきのり 加須市PTA連合会 会長

杉沢　正子 すぎさわ　まさこ まちづくりネットワーク・かぞ 代表

福島　祐一 ふくしま　ゆういち 加須医師会 会長

奈良　和哉 なら　かずや 加須青年会議所 理事長

眞中　紀 まなか　おさむ 加須市商工会 会長

田中　明範 たなか　あきのり 加須・大利根工業団地協議会 会長

尾高　幸江 おだか　さちえ 加須市民生委員・児童委員協議会 会長

内田　親 うちだ　ちかし 加須市老人クラブ連合会 会長

市川　邦夫 いちかわ　くにお 加須市スポーツ協会 会長

加藤　美津枝 かとう　みつえ 加須市母子愛育会連合会 会長

角田　大輔 かくた　だいすけ ヤング農マンＫＡＺＯ 会長

水上　みずほ みずかみ　みずほ 加須市わらべ保育園保護者会 代表

（２）知識経験を有する者（４名） 石上　泰州 いわがみ　やすくに 平成国際大学 法学部長

有田　親史 ありた　ちかし 埼玉りそな銀行　加須支店 支店長

黒坂　和実 くろさか　かずみ 埼玉県利根地域振興センター 所長

澤田　貴樹 さわだ　たかき 行田公共職業安定所 所長

令和４年度 加須市総合振興計画推進懇話会 委員名簿

氏　　名



 

   加須市総合振興計画推進懇話会設置要綱 

（平成２４年６月４日 市長決裁） 

（平成２９年６月２１日一部改正 市長決裁） 

（平成３１年５月１日一部改正 市長決裁） 

（令和３年１２月１０日一部改正 市長決裁） 

（設置） 

第１条 市民等との協働によるまちづくりの視点から、加須市総合振興計画（加

須市まち・ひと・しごと創生総合戦略を含む）（以下「計画」という。）を推

進するため、加須市総合振興計画推進懇話会（以下「懇話会」という。）を設

置する。 

（所掌事務） 

第２条 懇話会は、計画の実施状況等に係る市の報告に対して意見、提言等を

行う。 

（構成） 

第３条 懇話会は、委員２０人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

 （１） 市内の公共的団体等の代表者  

 （２） 知識経験を有する者 

 （３） 市長が必要と認める者 

 （会長及び副会長） 

第４条 懇話会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 会長は、会務を総理し、懇話会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、２年とする。ただし、再任することを妨げない。 

２ 委員が欠けた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 



 

第６条 懇話会の会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 懇話会は、必要があると認めるときは、委員以外の者の意見及び説明を聴

くことができる。 

（庶務） 

第７条 懇話会の庶務は、総合政策部政策調整課において処理する。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、会

長が懇話会に諮って定める。 

附 則 

この要綱は、平成２４年６月４日から施行する。 

   附 則（平成２９年６月２１日市長決裁） 

 この要綱は、平成２９年６月２１日から施行する。 

   附 則（平成３１年４月２６日市長決裁） 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成３１年５月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の施行の日前にこの要綱による改正前の加須市総合振興計画及び

加須市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進懇話会設置要綱第３条第２項の規定に

より委嘱された委員は、この要綱による改正後の加須市総合振興計画及び加須市ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略推進懇話会設置要綱第３条第２項の規定により委嘱

された委員とみなす。 

附 則（令和３年１２月１０日市長決裁） 

 この要綱は、令和３年１２月１０日から施行する。 

 



資料１ 

第２次加須市総合振興計画の進行管理方法及び懇話会資料の構成について 

 

 第２次加須市総合振興計画の取組の効果を検証するために実施する評価については、次

の２つの方法により実施しています。 

 

１ 各章の目標及び施策のＫＰＩ（重要業績評価指標）の評価 

（令和３年度１５０本）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【資料２】 

  「進行管理調書」により、総合振興計画に記載された各指標に対して評価を実施。 

なお、新たな取組等により指標が変更・追加等がある場合には、総合振興計画は変更 

せずに進行管理調書に追加等しながら進行管理を実施。 

 

２ 事務事業（令和３年度７５７事業）の評価 ・・・・・・・・・・・・・・【資料３】 

  事業管理シートにより、全事業について成果指標に基づき評価し、ヒアリングを実施し

進行管理していく。 

 

 

 

★総合振興計画の施策の体系 

 まちづくりの基本目標（５章）（章の目標指標） ・・・・・・・・・・・・・【資料２】 

 

     基本目標を実現するための政策（１８政策） 

 

            まちづくりの施策（４４施策）（ＫＰＩ） ・・・・・【資料２】 

    

                   具体的な施策（１６２事業群） 

 

                         事務事業（７５７本）・・【資料３】 

 

 

 



第２次加須市総合振興計画の令和３年度の章目標及び

各施策のKPI（重要業績評価指標）１５０指標の取組状況

総括

第１章 安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

第２章 未来へつなぐ人を育むまちづくり

第３章 魅力と活力を生む産業のまちづくり

第４章 豊かな自然と快適な環境のまちづくり

第５章 協働による持続可能なまちづくり

資料２

第２次加須市総合振興計画

～　令和３年度の取組状況　～



第２次加須市総合振興計画の令和３年度の章目標及び各施策のKPI（重要業績評価指標）１５０指標の取組状況総括

１　１５０の指標の評価の内訳

第1章　安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり ４２事業

第2章　未来へつなぐ人を育むまちづくり ３３事業

第3章　魅力と活力を生む産業のまちづくり ２１事業

第4章　豊かな自然と快適な環境のまちづくり ２７事業

第5章　協働による持続可能なまちづくり ２７事業

１５０事業

A：１５０指標評価 第１章 第２章 第３章 第４章 第５章

目標を達成 16 9 9 6 10 50 33.3%

概ね達成 15 13 6 11 8 53 35.3%

やや遅れている 7 8 3 5 4 27 18.0%

大幅に遅れている 4 2 3 4 4 17 11.3%

評価対象外 0 1 0 0 1 2 1.3%

集計中 0 0 0 1 0 1 0.7%

合計 42 33 21 27 27 150 100%

■A：１５０指標の評価方法

目標を達成

概ね達成

やや遅れている

大幅に遅れている

評価対象外

集計中

数年に１度実施するアンケート調査結果により達成度を評価するもので、調査年度に該当しないことから評
価対象外として整理。

合計

合計

当該年度に実施すべき取組みを予定通り、計画的に行い、事業実施による効果が表れた。

当該年度に実施すべき取組みを円滑に行い、事業実施による効果が概ね表れた。
「効果が概ね表れた」とは、成果指標の実績値が目標値の80％以上に達したものをいう。

当該年度に実施すべき取組みを行ったものの、事業実施による効果が小さかった。
「効果が小さかった」とは、成果指標の実績値が目標値の80％未満となったものをいう。

何らかの課題があり、事務事業が滞ってしまっており、事業実施による効果が表れなかった。
「効果が表れなかった」とは、成果指標の実績値が目標値の50％未満となったものをいう。

国等の集計データを活用する指標で、国等が集計中のもの。

目標を達成
33.3%

概ね達成
35.3%

やや遅れて

いる
18.0%

大幅に遅れ

ている
11.3%

評価対象外
1.3% 集計中

0.7%

令和３年度の１５０の指標取組状況評

価



第２次総合振興計画進行管理対象指標一覧（１５０本）

NO 章 基本目標 章目標・施策 区分 指標名 評価

1 01
安心安全でいきいき
と暮らせるまちづくり

目標１ 65歳からの健康寿命 １目標を達成

2 01 目標２ 要介護認定率(累計） ２概ね達成

3 '01 目標３
自主防災組織数に対する自主防災訓練
実施数の割合

４大幅に遅れてい
る

4 '01 目標４ 交通死亡事故ゼロ
４大幅に遅れてい
る

5 '01 KPI 国保特定健康診査受診率 ３やや遅れている

6 '01 KPI
特定保健指導を受けた者のうちBMIが
減った者の割合

３やや遅れている

7 '01 KPI
筋力アップトレーニングによる体力年齢
若返り

３やや遅れている

8 '01
感染症対策の迅速・
適切な実施

KPI 新型コロナウイルスワクチン予防接種率 ２概ね達成

9 '01 KPI
地域医療連携ネットワークシステムに参
加する市民の数（累計）

２概ね達成

10 '01 KPI
市内医療機関への救急搬送者数の割
合

３やや遅れている

11 '01 KPI 国民健康保険税収納率（現年度分） １目標を達成

12 '01 KPI
国民健康保険一人当たり医療費の伸び
率

３やや遅れている

13 '01 KPI ふれあいサロン設置数（累計） ２概ね達成

14 '01 KPI 高齢者相談センターの認知度 １目標を達成

15 '01 KPI 認知症サポーターの養成人数（累計） ２概ね達成

16 '01 KPI 介護人材の確保数（累計） １目標を達成

17 '01 KPI
市内障害福祉サービス等事業所数（累
計）

１目標を達成

18 '01 KPI
北埼玉障がい者相談支援センター相談
件数（加須市民）

３やや遅れている

19 '01 KPI
（年度中の）新規の障がい者就労者数
（加須市民）

３やや遅れている

20 '01 KPI 地域ブロンズ会議の設置累計数 ２概ね達成

21 '01 KPI 社会福祉協議会会員加入率（累計） ２概ね達成

22 '01 KPI 避難援助者の登録率（累計） １目標を達成

23 '01 KPI
学習支援事業参加者（中学3年生）の高
校進学率

２概ね達成

24 '01 KPI
就労支援により就労した生活保護受給
者の割合

１目標を達成

25 '01 KPI 消費生活講座参加者数
４大幅に遅れてい
る

26 '01 KPI 総合水害広域避難訓練参加者人数
４大幅に遅れてい
る

27 01 KPI 水害時の避難場所の収容人数(累計） ２概ね達成

28 01 KPI 建物浸水被害件数 １目標を達成

健康づくりの推進

地域医療体制の
充実

高齢者福祉の充
実

障がい者福祉の
充実

ともに支え合う地
域福祉の推進

生活の安定・安心
の促進

水害対策の強化

章目標



NO 章 基本目標 章目標・施策 区分 指標名 評価

29 '01
安心安全でいきいき
と暮らせるまちづくり

KPI 市有建築物の耐震化率（累計） １目標を達成

30 '01 KPI
自主防災組織の組織率（累計）
（自治協力団体ベース）

２概ね達成

31 '01 KPI 震災時の避難場所の収容人数（累計） １目標を達成

32 '01 KPI
加須市内における人口1,000人当たりの
犯罪（刑法犯）認知件数

２概ね達成

33 '01 KPI
自主防犯組織の組織率（累計）
（自治協力団体ベース）

２概ね達成

34 '01 KPI 問題のある空家数（累計） ２概ね達成

35 '01 KPI 人身事故発生件数 １目標を達成

36 '01 KPI 自転車事故死傷者数 １目標を達成

37 '01 KPI 物損（件）事故発生件数 １目標を達成

38 '01 KPI 防火水槽有蓋化率（累計） １目標を達成

39 '01 KPI 消防団員数 ２概ね達成

40 '01 KPI 石綿セメント管残存率（累計） １目標を達成

41 '01 KPI 旧簡易水道残存率（累計） １目標を達成

42 01 KPI 有収率（％） ２概ね達成

43 02
未来へつなぐ人を育
むまちづくり

目標１ 0～５歳の１年後の人口（4月1日時点） ２概ね達成

44 02 目標２ 保育所・学童保育の待機児童 ２概ね達成

45 02 目標３
埼玉県学力学習状況調査の県平均正答率
に対する市平均正答率の割合

２概ね達成

46 '02 目標４ 市民学習カレッジの受講率 １目標を達成

47 '02 目標５
成人者の週１回以上スポーツ（運動）を
する人の割合

48 '02 KPI
加須市結婚相談所を介した婚姻成立件
数

３やや遅れている

49 '02 KPI 不妊治療による妊娠者数 １目標を達成

50 '02 KPI
要見守り世帯のうち定期的な見守りの必
要がなくなった世帯の割合

３やや遅れている

51 '02 KPI ３～４か月児・３歳児健診受診率 ２概ね達成

52 '02 KPI
発達・ことばの遅れ等で医療機関の受診
につながった者の割合（％）

２概ね達成

53 '02 KPI
子ども食堂・フードパントリー実施場所数
（累計）

１目標を達成

54 '02 KPI 低年齢児入所児童数 ２概ね達成

55 '02 KPI 長時間保育を実施する私立保育園の数 １目標を達成

56 '02 KPI 預かり保育実施する市立保育園数 ３やや遅れている

安全な水道水の
安定的な供給

震災等対策の強
化

防犯体制の強化

交通安全対策の
充実

消防力の強化

結婚・出産・子育
てへの連続性の
あるきめ細かな支
援

子どもの健やかな
成長の支援

仕事と子育ての両
立の支援

章目標

評価対象外



NO 章 基本目標 章目標・施策 区分 指標名 評価

57 '02
未来へつなぐ人を育
むまちづくり

KPI 市立幼稚園入園待機児童数 １目標を達成

58 02 KPI
市立幼稚園の非構造部材の耐震化対
策実施率（累計）

１目標を達成

59 02 KPI 全国学力・学習状況調査の質問紙調査 ２概ね達成

60 '02 KPI ICT活用能力に関する調査 １目標を達成

61 '02 KPI
不登校児童・生徒の割合（小学校・中学
校）

３やや遅れている

62 '02 KPI 学校給食残食率 １目標を達成

63 '02 KPI 学校応援団に登録する市民の数（累計） ２概ね達成

64 '02 KPI 各地域文化祭の来場者数
４大幅に遅れてい
る

65 '02 KPI インターネット博物館のアクセス回数 １目標を達成

66 '02 KPI 市民一人当たりの年間貸出冊数 ２概ね達成

67 '02 KPI ウォーキング大会の参加者数 ３やや遅れている

68 '02 KPI 体育館、運動公園施設の年間利用者数 ３やや遅れている

69 '02 KPI
全国大会等誘致数（全国・関東大会等
誘致、開催数）

３やや遅れている

70 '02 KPI 人権啓発研修会等への参加者数 ３やや遅れている

71 '02 KPI 人権教育推進事業への延べ参加者数
４大幅に遅れてい
る

72 '02 KPI 市民相談等相談件数 ２概ね達成

73 '02 KPI
男女の地位が平等と感じている市民の
割合

２概ね達成

74 '02 KPI 各審議会等における女性委員の割合 ２概ね達成

75 '02 KPI 女性人材リストの登録者数（累計） ２概ね達成

76 '03
魅力と活力を生む産
業のまちづくり

目標１
ふるさとハローワークを活用した就職者
数

２概ね達成

77 '03 目標２ 加須市商工会会員数（累計） ２概ね達成

78 '03 目標３ 観光入込客数
４大幅に遅れてい
る

79 '03 KPI 市内の工業団地等への立地事業所数 １目標を達成

80 '03 KPI シルバー人材センター会員数（累計） ２概ね達成

81 '03 KPI 女性就業支援セミナー参加者数 ３やや遅れている

幼児養育の充実

学校教育の充実
と家庭・地域で健
やかな子どもを育
む環境づくり

生涯学習の推進・
芸術文化の振興

スポーツ・レクリ
エーションの振興

人権尊重社会の
推進

男女共同参画社
会の推進

多様な雇用の創
出

章目標



NO 章 基本目標 章目標・施策 区分 指標名 評価

82 '03
魅力と活力を生む産
業のまちづくり

KPI
農地中間管理機構に貸し付けた農地の
面積（累計）

１目標を達成

83 '03 KPI 認定農業者数 １目標を達成

84 '03 KPI 新規就農認定者数 １目標を達成

85 '03 KPI 農産物直売所の地元農産物の売上額 １目標を達成

86 '03 KPI
逸品カタログ参加店のうち、来客数や売
上が増加した店の割合

２概ね達成

87 '03 KPI 市内で創業した事業所数 １目標を達成

88 '03 KPI ６次産業化商品開発支援件数
４大幅に遅れてい
る

89 '03 KPI 商店街にぎわい創出イベント集客数
４大幅に遅れてい
る

90 '03 KPI 住宅改修等需要促進事業申請件数 １目標を達成

91 03 KPI
かぞブランド認定により売上額が向上し
た産品の割合

１目標を達成

92 03 KPI 地場産業助成団体の会員数（累計） ２概ね達成

93 '03 KPI 年間市内企業訪問件数 ３やや遅れている

94 '03 KPI うどんとこいのぼりを活用した取組数 ３やや遅れている

95 '03 KPI サイクリングイベント参加者数 １目標を達成

96 '03 KPI 物産観光協会ホームページアクセス数 ２概ね達成

97 04
豊かな自然と快適な
環境のまちづくり

目標１
様々な環境活動に取り組む団体数（累
計）

１目標を達成

98 04 目標２ 市役所におけるCO2年間排出量 ３やや遅れている

99 04 目標３ ごみのリサイクル率の全国順位

100 '04 KPI 環境学習講座等の参加人数
４大幅に遅れてい
る

101 '04 KPI 環境フォーラム参加者数
４大幅に遅れてい
る

102 '04 KPI 環境美化活動団体数（累計） ２概ね達成

103 '04 KPI 一斉清掃参加者数 ３やや遅れている

104 '04 KPI 浮野の里環境保全活動年間参加者数 １目標を達成

105 '04 KPI オニバス自生地来訪者数
４大幅に遅れてい
る

106 '04 KPI 渡良瀬遊水地まつり来場者数
４大幅に遅れてい
る

107 '04 KPI オープンガーデン登録数（累計） ２概ね達成

108 '04 KPI 景観指針を策定する地区数（累計） ３やや遅れている

109 '04 KPI
加須未来館周辺景観形成作物栽培面
積（累計）

２概ね達成

商業の活性化

農業の活性化

地域経済の活性
化

観光によるまちお
こし

環境学習・教育の
推進

環境活動促進

自然環境との共
生

美しい景観の形成

章目標

集計中



NO 章 基本目標 章目標・施策 区分 指標名 評価

110 '04
豊かな自然と快適な
環境のまちづくり

KPI エコライフDAYチェックシート参加者数 ３やや遅れている

111 '04 KPI
太陽光発電システムの容量（10kw未満）
（累計）

１目標を達成

112 '04 KPI 気候変動(適応）に関する情報提供回数 １目標を達成

113 '04 KPI 1人1日当りごみの排出量 ２概ね達成

114 '04 KPI プラスチック類ゴム製品ごみ排出量 ２概ね達成

115 '04 KPI 焼却灰の発生量 ２概ね達成

116 '04 KPI
公共下水道整備率(整備面積/事業計画
区域面積)（累計）

２概ね達成

117 '04 KPI 農業集落排水処理施設加入率累計 ２概ね達成

118 '04 KPI
浄化槽整備区域内の合併処理浄化槽
普及率（累計）

２概ね達成

119 '04 KPI
市内50地点のBOD（冬期）の環境基準
達成率

３やや遅れている

120 '04 KPI 公害苦情処理解決率 ２概ね達成

121 '04 KPI 環境測定の実施回数 １目標を達成

122 '04 KPI 狂犬病予防注射の接種率 ２概ね達成

123 '04 KPI 不法投棄防止パトロール回数 １目標を達成

124 '05
協働による持続可能
なまちづくり

目標１
全事務事業における市民との協働実施
割合

２概ね達成

125 05 目標２ 自治協力団体加入率（累計） ２概ね達成

126 05 目標３ 人口の社会増 ２概ね達成

127 05 目標４
「加須市に住み続けたい」と思う人の割
合

２概ね達成

128 '05 KPI 市公式ＳＮＳ等のフォロワー数（累計） １目標を達成

129 '05 KPI パブリシティ年間情報提供の件数 １目標を達成

130 '05 KPI 出前市長室に参加した人数
４大幅に遅れてい
る

131 '05 KPI
市政についての話し合いに参加した人
数

４大幅に遅れてい
る

132 '05 KPI 地域市民活動団体数（累計） １目標を達成

133 '05 KPI 絆マークを見たことがある市民の割合 ２概ね達成

134 '05 KPI 市民の日記念事業への参加者数 ２概ね達成

135 '05 KPI
企業の立地件数（累計）(大規模開発行
為件数)

１目標を達成

136 '05 KPI
都市計画法第34条第11号開発許可件
数

１目標を達成

137 '05 KPI
中学生以下の子どもと転入した家族の
数

３やや遅れている

シティプロモーショ
ンの推進

広聴の推進

章目標

市民と行政との協
働

地域の特性を活
かした土地利用と
良好な住環境の
形成

地球温暖化への
対応

循環型社会の構
築

きれいな水の再生

公害のない生活
環境の確保



NO 章 基本目標 章目標・施策 区分 指標名 評価

138 '05
協働による持続可能
なまちづくり

KPI
交通ネットワーク、道路環境に対する市
民の満足度

139 '05 KPI 道路に起因する事故発生件数
４大幅に遅れてい
る

140 '05 KPI
公園利用者の意見聞き取りによる満足
度

４大幅に遅れてい
る

141 '05 KPI
公園の維持管理に関する市民活動団体
数（累計）

３やや遅れている

142 '05 KPI
コミュニティバス「かぞ絆号」１日当たり利
用者数

３やや遅れている

143 '05 KPI
デマンド型乗合タクシーの利用登録者数
（累計）

１目標を達成

144 '05 KPI
行政手続件数に占めるオンライン利用
の割合

１目標を達成

145 '05 KPI 職員の対応についての市民満足度 １目標を達成

146 '05 KPI 証明書発行のコンビ二交付利用率 １目標を達成

147 '05 KPI ＡＩ・ＲＰＡの適用業務数（累計） １目標を達成

148 '05 KPI 全課の事務改善合計件数 ３やや遅れている

149 '05 KPI 市税の収納率（国民健康保険税除く） ２概ね達成

150 '05 KPI
研修受講前に設定した受講目標を達成
できた職員の割合

２概ね達成

効果的で効率的
な自治体運営

交通ネットワーク
の構築・道路環境
の向上

公園の維持・充実

地域公共交通の
充実

行政手続きの利
便性と窓口サービ
スの向上

評価対象外



第１章・章目標

第１節　いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

第２節　災害に強いまちをつくる

第３節　安全なまちをつくる



第１章 安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【評価】は4段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  歳  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 -
男性：17.43
女性：20.41

男性：17.51
女性：20.46

男性：17.58
女性：20.51

男性：17.66
女性：20.55

男性：17.74
女性：20.60

実績 男性：17.47
女性：20.50

男性：17.58
女性：20.52

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 15.5 15.5 15.8 16 16.2以下 16.4以下

実績 15.23 15.36

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0.6 24 26.3 28.7 31 33.3

実績 0.6 5.1

指標(単位) (  人 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0 達成

実績 2 2

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　第１章・章目標進行管理調書（実施状況報告書）

No 目標
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

1

第１章　安心
安全でいきい
きと暮らせる
まちづくり

１
目
標
を
達
成

65歳からの健康寿命 ・今後も引き続き健
診等の保健事業の機
会を積極的に活用し
たり、講座等を行う
ことで、健康に関す
る正しい知識の普及
啓発や生活習慣を見
直すきっかけづくり
を行っていく。

【評価の理由】
生活習慣病予防の普及啓発や健診等に取り組んだ結果、前年度よりも男女
ともに健康寿命が延び、目標値を上回る結果となったため。

2

第１章　安心
安全でいきい
きと暮らせる
まちづくり

２
概
ね
達
成

要介護認定率(累計） ・高齢者人口の増加
に伴い、認定者数の
さらなる増加が見込
まれる。迅速かつ適
正な認定調査を実施
するため認定調査員
の確保に努める。
・要介護認定の結果
を法定期限の30日以
内に通知できるよう
迅速化に向けた連携
を図る。

【評価の理由】
認定審査会委員や認定調査員のスキルアップに努めたことにより、高齢者
の心身の状況に応じた適正な要介護度及び有効期間を認定することができ
たため。

3

第１章　安心
安全でいきい
きと暮らせる
まちづくり

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

自主防災組織数に対する自主防災訓練実施数の割合 ・三密回避を前提
に、出前講座や説明
会及び研修会を積極
的に開催し、組織
率、訓練実施率の向
上を図る。
・気象防災アドバイ
ザーを活用した自主
防災組織リーダー養
成講座を実施する。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、自主防災訓練の多くが中止や延
期となった。

4

第１章　安心
安全でいきい
きと暮らせる
まちづくり

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

交通死亡事故ゼロ ・引き続き、交通死
亡事故ゼロ達成のた
め、重点施策を中心
に交通安全計画に
沿った継続的な交通
安全対策を行う。

【評価の理由】
交通事故により2人の尊い命が失われ、目標を達成することができなかっ
たため。



第１章・第１節・第1項
健康づくりの推進



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第１節】いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

【第１項】健康づくりの推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 45 50 50 60 60 60

実績 34.8 32.8

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 60 65 70 75 75 75

実績 50 36.6

指標(単位) (  歳  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 10 10 11 12 13 14

実績 - 6

・参加者が記録する
内容に食事や生活習
慣の目標を明確に
し、目標の達成度を
数値化することで、
より具体的な個別支
援を実施していく。
・修了者の７割以上
が自主グループへ移
行できるよう支援し
ていく。

【評価の理由】
参加者のうち、体力年齢が１４歳若返った方もいたが、若返りが見られな
かった方もいたため、平均すると目標値に達しなかった。

施策

健康づくり
の推進

・新型コロナウイル
ス感染拡大の状況を
考慮しながら、食改
定例リーダー研修会
での調理実習及び試
食の実施を検討す
る。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、不特定多数の市民を対象とする
調理実習及び試食を伴うヘルシークッキング事業は中止となった。

7

３
や
や
遅
れ
て
い
る

筋力アップトレーニングによる体力年齢若返り

6

３
や
や
遅
れ
て
い
る

特定保健指導を受けた者のうちBMIが減った者の割合

5

３
や
や
遅
れ
て
い
る

国保特定健康診査受診率 ・人工知能を活用し
たデータ分析等によ
り、受診率向上対策
を継続して実施す
る。

【評価の理由】
人工知能を活用した受診勧奨及び集団健診の回数や内容等の改善による受
診率向上対策の実施により、特定健康診査の受診率の向上に取組むことが
できた。しかし、新型コロナウイルス感染予防から受診を控える方もお
り、受診率が伸び悩んだ。

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等



第１章・第１節・第2項
感染症対策の迅速・適切な実施



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第１節】いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

【第２項】感染症対策の迅速・適切な実施

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100

実績 91.2
8

２
概
ね
達
成

感染症対策
の迅速・適
切な実施

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・4回目接種の更な
る実施

【評価の理由】
予防接種法施行日に接種を開始するなど、全国平均、埼玉県平均よりも高
い接種率であるため。

新型コロナウイルスワクチン予防接種率



第１章・第１節・第３項
地域医療体制の充実



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第１節】いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

【第３項】地域医療体制の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 25,000 15,400 16,000 16,700 17,500 18,400

実績 14,824 15,071

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 32 52 54 56 58

実績 19

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 93 93 93.2 93.3 93.4 93.5

実績 93 94

9

２
概
ね
達
成

10

【評価の理由】
・新たな滞納繰越分の発生を防止するため、現年度課税分の徴収に力点を
置き、口座振替強化月間に新規国保加入者等へ勧奨を積極的に実施すると
ともに、文書や電話等による催告強化や、短期証又は資格証の交付を行う
等し、収納率の向上に努めたため。

11

１
目
標
を
達
成

地域医療体
制の充実

３
や
や
遅
れ
て
い
る

地域医療体
制の充実

地域医療体
制の充実

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・平成30年4月1日から歯科
医療機関や調剤薬局が「と
ねっと」に加わったことで、
幅広い医療連携ができるよう
になったため、市民がより質
の高い医療サービスを受けら
れるシステムとし、また、利
根保健医療圏域外の住民及び
医療機関も含め加入促進に努
め、救急面での更なる活用を
図る。
・システムの実績を検証し、
費用対効果の面からのPRを事
務局と進めていく。
・国が構築する医療ネット
ワークについては、2重投資や
後戻りのないよう進めてい
く。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、中核病院等での普及活動が実
施できなかったことや、患者の受診抑制等があったなかで、広報紙、ホー
ムページ上でのお知らせや、ポスターの掲示などを推進し、参加者の増加
を図った図った結果、目標を概ね達成できた。

地域医療連携ネットワークシステムに参加する市民の数（累計）

市内医療機関への救急搬送者数の割合 ・在宅当番医制及び
休日・夜間における
初期救急医療体制の
確保
・済生会加須病院が
令和４年６月に開院
するとともに、３次
救急の指定を受け
た。さらに、救急
ワークステーション
の設置により市内医
療機関への搬送件数
が高くなることが想
定される。

【評価の理由】
　市内医療機関への救急搬送者数の割合が、当初定めていた目標の約６割
に留まったため。

国民健康保険税収納率（現年度分） ・口座振替への切替
勧奨
・短期証又は資格証
の交付による納税相
談の機会の確保



No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 4 3.9 3.9 3.8 3.8 3.9

実績 -2.95 4.5

【評価の理由】
コロナ禍の影響で医療機関等への受診を控えていた反動と、被保険者の高
年齢層の増加や医療の高度化による1人当たり医療費の増加傾向がみられ
るため。

12

３
や
や
遅
れ
て
い
る

地域医療体
制の充実

国民健康保険一人当たり医療費の伸び率 ・関係部署と連携
し、引き続き、医療
費の伸びの抑制に努
める。



第１章・第１節・第４項
高齢者福祉の充実



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第１節】いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

【第４項】高齢者福祉の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) ( 箇所 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 126 132 138 144 150 156

実績 122 127

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 60 65 70 75 80

実績 51.9 63.5

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5,000 5,400 5,800 6,200 6,600 7,000

実績 5,025 5,239

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 25 80 95 110 125

実績 61

・より多くの人に認
知症への理解を深め
てもらえるよう、認
知症地域支援推進員
やキャラバンメイト
と、認知症サポー
ター養成講座の実施
方法、周知方法、開
催場所などを検討す
る。
・認知症サポーター
養成講座ステップ
アップ研修を実施す
る。

・新規ふれあいサロン
の開設、民間施設の活
用
・サロン活動の継続支
援（会場借上料の一部
負担）
・高齢者相談センター
との連携
・シルバー人材セン
ターとの連携による健
康づくりサポーターの
派遣
・医療専門職によるフ
レイル予防の健康相談
や健康教室を実施

【評価の理由】
　感染症対策を十分に講じた上でふれあいサロン活動を再開し、新規ふれ
あいサロンを開設することもできたため。

ふれあいサロン設置数（累計）

介護人材の確保数（累計） ・埼玉県高齢者福祉
課介護人材担当や市
内の介護サービス事
業所と情報共有しな
がら、介護人材の確
保について方策を検
討していく。

【評価の理由】
　新規事業所の開設や既存事業所において、目標を上回る新規人材が確保
できたため。

高齢者福祉
の充実

高齢者福祉
の充実

高齢者福祉
の充実

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

13

２
概
ね
達
成

１
目
標
を
達
成

高齢者相談センターの認知度 ・高齢者相談セン
ターの安定した運営
及び相談体制の拡充
・一般市民や関係機
関への高齢者相談セ
ンターの周知

【評価の理由】
　ホームページによる周知やパンフレットの配布、高齢者への個別訪問、
民生委員等の地域関係者との連携強化の取組を通じて、高齢者相談セン
ターの認知度が向上し、目標値を上回ることができたため。

認知症サポーターの養成人数（累計）

16

１
目
標
を
達
成

14

高齢者福祉
の充実

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症の感染対策を講じながら、実施することがで
き、概ね目標を達成できた。

15

２
概
ね
達
成



第１章・第１節・第５項
障がい者福祉の充実



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第１節】いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

【第５項】障がい者福祉の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) ( ケ所 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 60 61 61 62 62 63

実績 59 74

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,826 1,420 1,440 1,460 1,480 1,500

実績 1,301 1,221

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 15 30 30 30 30 30

実績 11 18

・北埼玉障がい者就
労支援センターを中
心に、北埼玉地域障
がい者支援協議会の
就労部会と連携を図
りながら、地域の障
がい者の就労を支援
していく。

北埼玉障がい者相談支援センター相談件数（加須市民） ・地域の相談支援を
統括し、より質の高
い相談支援サービス
を行えるようにする
「基幹型相談支援セ
ンター」の設置に向
けた協議をまとめ、
令和5年度中の設置
を目指す。

【評価の理由】
　北埼玉障害者生活支援センターにおいて福祉サービスや障がい・病気等
様々な相談支援が行われ、障がい者及びその家族の生活を支援することが
できたが、新型コロナの影響により、対面での相談が減少したため。

【評価の理由】
　加須、行田、羽生の3市で委託している北埼玉障がい者就労支援セン
ターによる、企業訪問や実習等総合的な支援により就職につながったが、
新型コロナの影響で求人数が減り、就職者数も減ったため。

（年度中の）新規の障がい者就労者数（加須市民）

・不足するサービス
の確保等、民間法人
等による整備にどの
ような支援が可能か
検討していく（市内
に入所施設がない。
また、短期入所及び
計画相談事業所が少
ない。）。

【評価の理由】
　グループホームや就労支援施設、児童発達支援施設などが新たに開設
し、目標値を上回ったため。

市内障害福祉サービス等事業所数（累計）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

１
目
標
を
達
成

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

19

３
や
や
遅
れ
て
い
る

障がい者福
祉の充実

障がい者福
祉の充実

障がい者福
祉の充実

18

17



第１章・第１節・第６項
ともに支え合う地域福祉の推進



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第１節】いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

【第６項】ともに支え合う地域福祉の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) ( 箇所 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 16 16 16 16 16 16

実績 13 14

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 63.8 63.9 64 64.1 64.2 64.3

実績 63.2 62.5

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 69 41 42 43 44 45

実績 41 46

・引き続き各高齢者
相談センターに地域
ブロンズ会議の運営
支援業務を委託し、
第2層地域ブロンズ
会議の設置を促進す
る。

【評価の理由】
　目標値には届かなかったものの、令和３年度中に新たに１箇所で第2層
の地域ブロンズ会議を発足させることができたため。

地域ブロンズ会議の設置累計数

２
概
ね
達
成

・引き続き、ワクチン接
種支援やブロンズ会議等
あらゆる機会を通じて名
簿登録及びマッチングの
推進を図る。
・名簿やモデル地区での
名簿活用事例等の様々な
情報を地域の避難支援等
関係者に提供し、地域に
おける避難支援体制の仕
組みづくりを支援する。
・登録者の生活状況の度
合いにより、支援の優先
度付けを行う。（災害時
要援護者システムの改
修）

社会福祉協議会会員加入率（累計） ・社会福祉協議会に
適切に補助金を支出
し、社会福祉協議会
の事業を広く住民の
方に知っていただく
ことにより、新規居
住世帯や市内企業を
中心に会員増強に努
める。

【評価の理由】
　高齢者・児童母子・障害者の各福祉対策、共同募金運動の展開、福祉教
育の推進、ボランティア、介護保険事業、指定管理事業、地域福祉基金事
業など様々な事業が社会福祉協議会の事業として実施され、社会福祉の増
進に寄与するとともに、支部社協の構成団体である自治協力団体、民生委
員・児童委員協議会等の協力を得て、会員の増強に努めたところ、目標値
を概ね達成する結果となったため。

【評価の理由】
〇R3年度末     災害時要援護者名簿登録者 　7,154人 ※208人増
                   上記のうち避難援助者の登録がある者　 3,305人 ※432人増

・民生委員・児童委員による高齢者世帯訪問時や、ワクチン説種支援時における要
介護度認定者や障害者手帳所持者への災害時要援護者制度の周知を行った結果、災
害時要援護者名簿の登録数及び避難援助者の登録者が増加した。

避難援助者の登録率（累計）

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

22

１
目
標
を
達
成

20

２
概
ね
達
成

21

ともに支え
合う地域福
祉の推進

ともに支え
合う地域福
祉の推進

ともに支え
合う地域福
祉の推進



第１章・第１節・第７項
生活の安定・安心の促進



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第１節】いきいきと健康で安心して暮らせるまちをつくる

【第７項】生活の安定・安心の促進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100 100

実績 100 96.3

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 50 50 50 50 50 50

実績 50.4 67.3

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 3,300 1,440 1,370 1,500 1,340 1,370

実績 76 95

・講座が中止となっ
た場合、代替の啓発
を実施する。

就労支援により就労した生活保護受給者の割合 ・今後も就労支援相
談員によるハロー
ワークと連携した就
労のチーム支援の実
施。また、面接相談
員の他法他政策を活
用したきめ細かな相
談の実施。
就労セミナーについ
ては参加者数の増加
を試みる。

【評価の理由】
就労支援により就労した受給者が当初の目標値を上回り、就労開始による
保護世帯の自立につながった。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、一部を除いて、計画していた
講座を実施できなかったため。

消費生活講座参加者数

・引き続き、本事業
を通じて子どもの基
礎学力の向上を目指
すとともに、高校進
学率100％を達成さ
せるために進学セミ
ナー等を開催し、進
学の重要性を理解し
てもらい、生活困窮
世帯の自立促進を支
援する。

【評価の理由】
・本事業参加者の高校進学率が高いため。
・個別指導形式により、一人ひとりの学習ペースに合わせた学習支援を実
施し、中学３年生２７名に対し、２６名が高校進学した。

学習支援事業参加者（中学3年生）の高校進学率

１
目
標
を
達
成

生活の安
定・安心の
促進

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

25

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

23

２
概
ね
達
成

24

生活の安
定・安心の
促進

生活の安
定・安心の
促進



第１章・第２節・第１項
水害対策の強化



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第２節】災害に強いまちをつくる

【第１項】水害対策の強化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,000 2,000 2,050 2,100 2,150 2,200

実績 0 0

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 27,000 27,100 27,200 27,300 27,400 27,500

実績 26,532 26,671

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0

実績 0

26

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

27

・大型台風接近上陸
を想定し、避難情報
の発令、広域避難対
象地域、地区の住民
の方の広域避難及び
水害時避難場所の開
設運営等を総合的に
訓練する。
・埼玉県警本部及び
加須警察署による交
通誘導訓練も実施す
る。

【評価の理由】
当初、６月に実施する予定の訓練を、新型コロナウイルス感染拡大のた
め、市民の参加者数を7割減し、8月に延期したが、緊急事態宣言の発令に
より、市民参加型の訓練を中止し、職員のみ図上訓練を実施した。

総合水害広域避難訓練参加者人数

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・引き続き、水防情
報システム（水防協
力員）の適正配置に
努める。
・浸水被害発生箇所
における、より有効
的な浸水被害対策を
検討する。【評価の理由】

水防情報システム（水防協力員）を適正配置し、溢水等による二次的被害
の軽減を図ることができた。

・避難場所整備を図
り、いつ災害が発生
しても対応ができる
よう備えていく必要
がある。

避難場所の新規追加により、水害時の避難場所の収容可能人数を増やし、
避難場所の整備ができた。

水害対策の
強化

水害対策の
強化

28

１
目
標
を
達
成

水害対策の
強化

２
概
ね
達
成

水害時の避難場所の収容人数（累計）

建築物浸水被害件数



第１章・第２節・第２項
震災等対策の強化



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第２節】災害に強いまちをつくる

【第２項】震災等対策の強化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 92 92 92 92 94

実績 92.8

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100 100

実績 91.1 92.7

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 24,580 24,580 24,580 24,580 24,580 24,580

実績 24,580 24,580

・加須市建築物耐震
化計画（Ｒ３～Ｒ
７）に基づき、耐震
化を促進する。

【評価の理由】
市有建築物の耐震化の計画を達成できた。

市有建築物の耐震化率（累計）

１
目
標
を
達
成

自主防災組織の組織率（累計）（自治協力団体ベース） ・三密回避を前提
に、出前講座や説明
会及び研修会を積極
的に開催し、組織
率、訓練実施率の向
上を図る。
・気象防災アドバイ
ザーを活用した自主
防災組織リーダー養
成講座を実施する。

【評価の理由】
自主防災組織を新たに３団体が設置され、組織率が向上したため。

震災時の避難場所の収容人数（累計） ・避難場所の整備を
し、いつ災害が発生
しても対応ができる
よう備えていく必要
がある。

【評価の理由】
震災時の避難場所は既に整備されており、収容人数も満たしている。

１
目
標
を
達
成

２
概
ね
達
成

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

31

施策

震災等対策
の強化

震災等対策
の強化

震災等対策
の強化

29

30



第１章・第３節・第１項
防犯体制の強化



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第３節】安全なまちをつくる

【第１項】防犯体制の強化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5.5 5.4 5 4.9 4.8 4.7

実績 5.0 5.6

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 74 82.1 86.6 91.1 95.5 100

実績 73.2 81

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 ー 170 160 150 140 130

実績 181 187

防犯体制の
強化

防犯体制の
強化

防犯体制の
強化

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

32

２
概
ね
達
成

34

自主防犯組織の組織率（累計）（自治協力団体ベース） ・地域における防犯
活動の活性化を図る
ため、加須警察署と
連携し、講習会を実
施する。
・自主防犯団体の組
織及び活動状況を把
握するため、定期的
に調査を行う。
・自主防犯組織未設
立の自治協力団体
へ、引き続き、危機
管理防災課と連携し
設立依頼を行う。

【評価の理由】
・令和3年度は新たに８団体の目標に対し、6団体の自主防犯組織が設立し
たため。
・自主防犯組織数【R4.3.31現在】145団体

33

・引き続き、刑法犯
認知件数を減少させ
るため、防犯のまち
づくり推進協議会等
を開催し、推進体制
の強化を図るととも
に、計画に沿った継
続的な防犯対策等を
行う。

【評価の理由】
第2次計画に基づき、防犯のまちづくりに関する施策を総合的かつ計画的
に推進してきた結果、年度により変動はあるが減少傾向にある。（令和2
年はコロナの影響もあり特に低くなっている）

加須市内における人口1,000人当たりの刑法犯認知件数

２
概
ね
達
成

問題のある空家数（累計） ・引き続き、管理不
全な空家を解消する
ため、所有者等に対
して適正管理の指導
等を行う。

【評価の理由】＊空家実態調査の「問題あり」・「やや問題あり」と判定
された空家の数
・空家の所有者等に対する啓発・支援や指導等により、年度により変動は
あるが着実に取壊しも含め改善等が図られている。しかし、空家等になっ
た経緯や要因など様々であり、解決等に時間がかかる物件もある。

２
概
ね
達
成



第１章・第３節・第２項
交通安全対策の充実



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第３節】安全なまちをつくる

【第２項】交通安全対策の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 315 300 285 270 255 240

実績 240 264

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 35 34 33 32 31 30

実績 44 34

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,360 2,300 2,240 2,180 2,120 2,080

実績 2,045 2,013

交通安全対
策の充実

交通安全対
策の充実

交通安全対
策の充実

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

35

１
目
標
を
達
成

37

自転車事故死傷者数 ・引き続き、子ども
運転免許事業及び中
学生交通安全講習会
を実施するほか、自
転車安全利用につい
て啓発していく。

【評価の理由】
・子ども自転車運転免許事業（5/12～7/12）や、中学生の交通安全教育
（5/14～12/17）の実施、自転車安全利用啓発により、自転車事故死傷
者数を目標値以内とすることができた。

36

・引き続き、交通関
係団体と連携し、交
通安全啓発を行う。

【評価の理由】
・交通関係団体と連携し、各交通安全運動期間等における交通安全啓発を
実施し、j人身事故発生を抑えることができた。

人身事故発生件数

１
目
標
を
達
成

物損（件）事故発生件数 ・引き続き、自治協
力団体による要望
や、加須警察署と連
携し、事故発生件数
などから整備効果を
検証し、必要に応じ
て更なる交通安全対
策を実施する。【評価の理由】

・自治協力団体の要望等に基づく道路反射鏡や路面標示等の交通安全施設
工事の実施や、事故多発箇所及び危険箇所について交通安全対策を実施
し、物損事故発生を抑えることができた。

１
目
標
を
達
成



第１章・第３節・第３項
消防力の強化



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第３節】安全なまちをつくる

【第３項】消防力の強化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 94 94.6 95 95.5 96 97

実績 94.2 94.6

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 445 445 445 445 445 445

実績 415 420

消防団員数 ・消防団の現状を踏
まえ、団組織及び処
遇改善への対応案を
検討する。

【評価の理由】
・消防団だよりの発行、消防団員募集のポスターやチラシの掲示をし、加
入促進を行った。
・ホームページの活用や自治会との連携による団員確保に努めた。
・消防団員自ら知人等を通じて個別に加入促進を行った。

39

２
概
ね
達
成

消防力の強
化

・防火水槽有蓋化箇
所を躯体強度や安全
面等を考慮した上
で、埼玉東部消防組
合と協議し選定す
る。

【評価の理由】
埼玉東部消防組合と随時協議・調整を図りながら有蓋化工事を進めること
ができたため。

防火水槽有蓋化率（累計）

38

１
目
標
を
達
成

消防力の強
化

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策



第１章・第３節・第４項
安全な水道水の安定的な供給



【第１章】安心安全でいきいきと暮らせるまちづくり

【第３節】安全なまちをつくる

【第４項】安全な水道水の安定的な供給

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 27.3 25.7 24.6 23.4 22.3 21.2

実績 26.5 25.5

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 4.5 4.4 4.3 4.1 3.9 3.8

実績 4.5 4.4

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 87.94 88.94 90 90 90 90

実績 85.23 85.38

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・県内で最も多く石
綿セメント菅が残存
しているため、可能
な限り早期に更新で
きるよう進める。

【評価の理由】
石綿セメント管更新計画に基づき更新工事を実施し、概ね計画値どおり更
新をすることができた。

石綿セメント管残存率（累計）

40

１
目
標
を
達
成

安全な水道
水の安定的
な供給

有収率 ・石綿セメント菅の
更新、水圧不足対策
及び漏水調査の継続
的な実施を進める。

【評価の理由】＊年間料金収入の対象となった水量の年間総配水量に対す
る割合
石綿セメント菅や水圧不足対策などによる老朽管が更新されたことや、漏
水調査により、漏水箇所を早期に改善したことにより、前年度と比較し、
有収率が上昇したため。

42

２
概
ね
達
成

安全な水道
水の安定的
な供給

旧簡易水道残存率（累計） ・旧簡易水道などに
よる水圧不足地区に
ついて、自治会要望
に基づき、排水管布
設替工事を実施す
る。

【評価の理由】
自治会要望等に基づき、配水管の新規布設等を実施し、概ね計画どおり水
圧不足を解消することができた。

41

１
目
標
を
達
成

安全な水道
水の安定的
な供給



第５節　互いを認めながら活躍できるまちをつくる

第2章・章目標
第１節　子どもを産み育てやすいまちをつくる

第２節　確かな学力と豊かな心を育むまちをつくる

第３節　自ら学び自分らしく生きるまちをつくる

第４節　スポーツを通じてはつらつと輝けるまちをつくる



第２章 未来へつなぐ人を育むまちづくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (   人    )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標
増加を維

持
増加を維

持
増加を維

持
増加を維

持
増加を維

持
増加を維

持

実績 ＋134 ＋66

指標(単位) (  人 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0
ゼロを維

持

実績 0 0

指標(単位) (  %  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 小学生：100
中学生：100

小学生：101
中学生：101

小学生：101
中学生：101

小学生：101
中学生：101

小学生：101以上
中学生：101以上

小学生：101以上
中学生：101以上

実績 小学生：98
中学生：96

指標(単位) (    %  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 80 80 80 80 80 80

実績 0 83
46

１
目
標
を
達
成

市民学習カレッジの受講率 ・市民企画委員「ア
シストかぞ」や協働
によりバラエティ豊
かなセミナー（講
座）を実施（企画・
運営）するだけでな
く、市民のニーズに
合ったセミナー（講
座）が実施できるよ
う情報収集を行うこ
とで、更なる講座の
質の向上を図ってい
く。

【評価の理由】
　生涯学習を推進するため、市民ボランティア（市民企画委員「アシスト
かぞ」）と協働で、生涯学習課主催又は共催のセミナーとして６３講座を
企画し、４２講座開催し、市民一人ひとりの生涯学習を通じた学習参加の
きっかけづくりと学習活動を支援した。（２１講座については、新型コロ
ナウイルス感染症等の影響を受け、中止とした。）

第２章　未
来へつなぐ
人を育むま
ちづくり

45

２
概
ね
達
成

埼玉県学力学習状況調査の県平均正答率に対する
市平均正答率の割合

・本市における教育の
今日的な課題に対応す
る実践的な研究となる
よう、「学力向上」や
「人権教育」に関わる
研究を引き続き委嘱す
る。
・教育課程検討委員会
を年４回開催し、県及
び全国学力調査結果分
析に基づいた授業改善
の方法や次年度以降の
教育課程編成の情報交
換を行う。

【評価の理由】
目標値に迫りながらも、市の平均正答率が未だに県・全国を下回っている
が、事業の推進を通して、児童生徒の学習習慣の確立が図られている。

第２章　未
来へつなぐ
人を育むま
ちづくり

43

２
概
ね
達
成

【評価の理由】
・保育を必要とする児童の保育を行うことにより、仕事を持つ保護者に対
する子育て支援が図られた。
・広報かぞ、ＳＮＳによる指導員確保や、不動岡小、元和小、原道小の保
育面積確保等により待機児童ゼロを維持することができた。

44

２
概
ね
達
成

第２章　未
来へつなぐ
人を育むま
ちづくり

第２章　未
来へつなぐ
人を育むま
ちづくり

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　第２章・章目標進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

目標

・０～５歳の１年後
の人口が増加してい
ることは、市外から
子育て世帯が転入し
ていることの表れで
あり、市全体の人口
増加につながる。引
き続き、子育てしや
すい住環境の整備
や、子育て支援の取
組を進める。

【評価の理由】
R2とR3を比較すると、増加数は減少となっているものの、増加傾向を維
持しており、加えて第一次加須市まち・ひと・しごと創生総合戦略の計画
開始年度である平成２７年度以降増加を継続していることを踏まえ、「概
ね達成」と評価した。

参考：＋121人（令和元年度実績）

０～５歳の１年後の人口（４月１日時点）

保育所・学童保育の待機児童 ・月途中入所に対応
するため、保育士の
確保に努め、保育を
実施する。
・教育・保育施設型
給付費等を適正に管
理し支払いを行う。
・放課後児童健全育
成事業については、
引き続き指導員の確
保しつつ、児童数が
増加する見込みがあ
る施設は計画的に対
応していく。



第２章 未来へつなぐ人を育むまちづくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　第２章・章目標進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

目標

指標(単位) (  ％   )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 65 － － － － 65

実績 － －
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成人者の週１回以上スポーツ（運動）をする人の割合 ・第２次加須市ス
ポーツ・レクリエー
ション推進計画に基
づき、スポーツ団体
等への支援をはじ
め、スポーツにふれ
る機会などをつく
り、スポーツを普及
推進する。

【評価の理由】
　指標は市が5年ごとに実施する市民意識調査結果によるものであるため
対象外とした。

第２章　未
来へつなぐ
人を育むま
ちづくり



第２章・第１節・第１項
結婚・出産・子育てへの連続性のあるきめ細やかな支援



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第１節】子どもを産み育てやすいまちをつくる

【第１項】結婚・出産・子育てへの連続性のあるきめ細やかな支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 10 10 10 10 10 10

実績 8 3

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 20 21 21 22 23 25

実績 16 29

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 30 30 30 30 30 30

実績 33.3 23.4

49

１
目
標
を
達
成

不妊治療による妊娠者数 ・施策の目的達成に
おいて有効性が高い
ため、事業を継続し
ていく。

【評価の理由】
不妊治療による妊娠者数が目標値を達成したため。

結婚・出
産・子育て
への連続性
のあるきめ
細やかな支
援

50

３
や
や
遅
れ
て
い
る

要見守り世帯のうち定期的な見守りの必要がなくなった世帯の割合 ・引き続き、すくす
く子育て相談室を中
心として関係機関と
連携しながら、児童
の福祉に関する相
談、助言、指導を実
施する。

【評価の理由】
精神疾患の家庭や障害、経済的不安定さなど継続的に支援が必要な家庭が
増加しているため、定期的な見守りが長期化している。
児童虐待について世間の関心が高まり児童虐待通告が増加、相談延べ件数
が増加している。

結婚・出
産・子育て
への連続性
のあるきめ
細やかな支
援

・であいふれあいのつ
どいの開催方法等、内
容について、より一層
成果があげられるよう
助言・指導する。
・結婚希望者への支援
をより多く実施できる
よう、結婚相談所に対
し、助言及び指導等を
行う。
・婚活セミナーとパー
ティを同日に開催する
ことにより、成婚率を
上げる。
・商工会と情報を共有
し、市内の結婚支援に
ついて把握する。

【評価の理由】
　「であいふれあいのつどい」4回とセミナーを2回を予定していたが、新
型コロナウイルス感染症の影響により1回ずつしか行えず、出会いの機会
が少なかったため。
　しかし、令和2年7月に開始した日曜相談会を継続し、結婚希望者への支
援を積極的に行うよう助言した。

加須市結婚相談所を介した婚姻成立件数

48

３
や
や
遅
れ
て
い
る

結婚・出
産・子育て
への連続性
のあるきめ
細やかな支
援

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策



第２章・第１節・第２項
子どもの健やかな成長の支援



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第１節】子どもを産み育てやすいまちをつくる

【第２項】子どもの健やかな成長の支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100 100

実績 95.9 95.7

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85 85 85 85 85 85

実績 77.3 69.6

指標(単位) (  箇所  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 7 8 9 10 11 12

実績 7 10

発達・ことばの遅れ等で医療機関の受診につながった者の割合 ・親子教室につい
て、対象人数に応じ
た実施方法を検討す
る。

【評価の理由】目標指標の目標値には到達しなかったが、事業への参加・
医療機関への受診勧奨を実施したことにより、おおむね達成できた。引き
続き、相談・支援を継続する。

52

２
概
ね
達
成

子どもの健
やかな成長
の支援

子ども食堂・フードパントリー実施場所数（累計） ・引き続き、フードド
ライブによる市民・団
体・企業等からの食品
提供について、広報活
動を行い、ひとり親世
帯等へ幅広く食品支援
ができる体制づくりに
努める。
・子ども食堂・フード
パントリー団地のネッ
トワーク化を図り、効
率的な運営を実施する
ため、財政支援につい
て検討する。

【評価の理由】
子ども食堂・フードパントリーに関連する活動団体とフードドライブを通
じて情報共有を図り、子ども食堂・フードパントリーの活動を側面的に支
援することができた。

53

１
目
標
を
達
成

子どもの健
やかな成長
の支援

・未受診者に対し
て、通知の郵送・電
話、訪問等の受診勧
奨を行う。

【評価の理由】
3～４か月児健診と3歳児健診の受診対象者1,331人に対し受診者1,279
人と受診率は95.7%であり、概ね達成している。

３～４か月児・３歳児健診受診率

51

２
概
ね
達
成

子どもの健
やかな成長
の支援

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策



第２章・第１節・第３項
仕事と子育ての両立の支援



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第１節】子どもを産み育てやすいまちをつくる

【第３項】仕事と子育ての両立の支援

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 522 535 533 531 529 527

実績 492 493

指標(単位) (  園  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 16 16 16 16 16 16

実績 16 16

指標(単位) (  園  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 13 13 13 13 13 13

実績 9 8

預かり保育を実施する市立幼稚園の数 ・今後も、保育の延
長が必要な保護者の
ニーズに応えるた
め、全公立幼稚園で
預かり保育が開設で
きるように支援す
る。

【評価の理由】
　保育の延長が必要な幼児に対して、公立幼稚園８園で預かり保育を実施
した。また、保護者の就労時間により、預かり保育料の無償化の認定を申
請、承認することで、子育てを支援することができた。

56

３
や
や
遅
れ
て
い
る

仕事と子育
ての両立の
支援

長時間保育を実施する私立保育園の数 ・今後も、長時間保
育の需要に対応し、
保護者の就労支援と
なるよう、延長保育
を行う民間保育所に
対して助成を行う。

【評価の理由】保護者の就労形態の多様化に対応するため、保育認定時間
の前後の時間において延長保育を行う民間保育所に対して補助金を交付し
た。就労時間等の多様化に対応した保育サービスの充実を図ることができ
た。

55

１
目
標
を
達
成

仕事と子育
ての両立の
支援

・今後も、安定的に
低年齢児への保育
サービスが提供でき
るように、受入れ体
制を整えている保育
所に対して助成を行
う。

【評価の理由】＊低年齢児（０、１歳児）で保育所に入所している数（受
託・委託含む）
　安定的に低年齢児（０歳児・１歳児）の受入れができるよう、あらかじ
め保育士を確保し、年度途中入所の需要等に対応できる体制を整えた保育
所に対して助成を行った。
　令和４年３月１日現在、低年齢児が４９３人入所し、目標を概ね達成す
ることができた。

低年齢児入所児童数

54

２
概
ね
達
成

仕事と子育
ての両立の
支援

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策



第２章・第１節・第４項
幼児教育の充実



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第１節】子どもを産み育てやすいまちをつくる

【第４項】幼児教育の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0 0 0 0 0 0

実績 0 0

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0 23.1 46.2 69.2 100

実績 0

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・産休代員（会計年
度任用職員、幼稚園
教諭）確保のため、
広報やHPを活用す
る。
・園児数、学級数、
特別支援が必要な園
児数に応じて、会計
年度職員数を配置す
る。

【評価の理由】
   市立幼稚園において、保育を必要とする幼児の受け入れを行い、待機児
童ゼロを維持することができた。

市立幼稚園入園待機児童数

57

１
目
標
を
達
成

幼児教育の
充実

58

１
目
標
を
達
成

市立幼稚園の非構造部材の耐震化対策実施率（累計） ・早期に点検を実施
し、対策が必要なも
のについて計画的に
対応していく。

【評価の理由】
・令和3年度が取組初年度となり、文部科学省の「学校施設の非構造部材
の耐震化ガイドブック」を活用し、幼稚園3園の点検を実施した。
・耐震対策が必要な園については、点検次年度に対応していく。

幼児教育の
充実



第２章・第２節・第１項
学校教育の充実と家庭・地域で健やかな子どもを育む環境づくり



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第２節】確かな学力と豊かな心を育むまちをつくる

【第１項】学校教育の充実と家庭・地域で健やかな子どもを育む環境づくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標
91.5
90.5

92.5
92

93.5
93

94.5
94

95
95

実績
86.2
89.3

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標
65
70

70
75

75
80

80
85

85
９０

実績
97
94

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標
小学校0
中学校０

小学校0
中学校０

小学校0
中学校０

小学校0
中学校０

小学校0
中学校０

小学校0
中学校０

実績 小学校0.43
中学校3.66

小学校0.53
中学校3.93

・前年度の学力調査の
結果や学校規模等に応
じて非常勤講師を効果
的に配置し、一人一人
の児童生徒に対して個
に応じたきめ細やかな
学習指導を一層展開で
きるようにする。
・ICT機器を活用した
学力向上の取組を検討
し、実施する。
・「加須まなびTime」
を実施し、中学生の学
力向上を図る。

【評価の理由】＊調査項目：「人が困っているときに進んで助けますか」
に「はい」と答えた児童生徒の割合
・各校に加須市チャレンジシート等を提供し、目標の達成を図っている。
・小規模校に対する人的支援や欠員状態の解消のための非常勤講師を配置
し、一人一人の児童に対してきめ細かな学習指導を展開し、学力の向上に
努めている。

全国学力・学習状況調査の質問紙調査　 *上段：小６　下段：中３

59

２
概
ね
達
成

学校教育の
充実と家
庭・地域で
健やかな子
どもを育む
環境づくり

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

不登校生徒の割合（小学校・中学校） ・長期欠席者につい
て、学校だけの対応
でなく、関係機関と
の連携を強化してい
く。
・不登校の未然防止
に向けて、小・中学
校の連携を強化して
いく。
・いじめ撲滅期間の
取組の充実を図り、
いじめの未然防止、
早期発見に努める。

【評価の理由】
不登校児童生徒数は、増加傾向にあり、割合も増加しているため。

61

３
や
や
遅
れ
て
い
る

学校教育の
充実と家
庭・地域で
健やかな子
どもを育む
環境づくり

ICT活用能力に関する調査　＊上段：小６　下段：中３
・ＩＣＴ機器の更な
る有効活用のため、
日常的な学習用端末
の持ち帰りの実施
・学習用端末の利用
規程の改訂
・情報セキュリ
ティーポリシーの作
成

【評価の理由】ＩＣＴ活用推進校の取組を全校に周知し、各校でのＩＣＴ
活用能力を向上させることができた。また、９月の市内一斉休校に伴い、
緊急時における端末の持ち帰りにより、学習用端末を使用した家庭学習の
充実が図られたため。

60

１
目
標
を
達
成

学校教育の
充実と家
庭・地域で
健やかな子
どもを育む
環境づくり



No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2 2 2 2 2 2

実績 2 2

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 4,700 4,300 4,300 4,300 4,300 4,300

実績 4,167 3,888

学校給食残食率 ・栄養バランスを考
慮するとともに、季
節のメニューを取り
入れる等、献立の工
夫をしていきたい。

【評価の理由】
新しいメニューを取り入れ、味付け、調理方法等を工夫した献立を提供
し、残食が減るよう努めた。

62

１
目
標
を
達
成

学校教育の
充実と家
庭・地域で
健やかな子
どもを育む
環境づくり

63

２
概
ね
達
成

学校応援団に登録する市民の数（累計） ・学校（幼稚園）応
援団の高齢化によ
り、登録者が減少し
ている。学校ごとに
必要な応援団を精査
するとともに、新た
な応援団の勧誘が喫
緊の課題である。【評価の理由】

全ての公立学校（園）に、学校（幼稚園）応援団が組織され、感染症対策
を講じた上で、各校の実態に応じて活動ができたため。

学校教育の
充実と家
庭・地域で
健やかな子
どもを育む
環境づくり



第２章・第３節・第１項
生涯学習の推進・芸術文化の振興



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第３節】自ら学び自分らしく生きるまちをつくる

【第１項】生涯学習の推進・芸術文化の振興

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 20,400 20,500 20,600 20,700 20,800 20,900

実績 0 0

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 13,000 13,100 13,200 13,300 13,400 13,500

実績 14,557 15,490

指標(単位) (  冊  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5.62 5.1 5.2 5.2 5.3 5.3

実績 3.27 4.18

・今後は、市民が文
化、芸術に直接参
加、鑑賞、発表でき
る機会を充実させ、
市民文化の高揚を図
り、多くの市民が参
加する芸術、文化活
動を図っていく。【評価の理由】

新型コロナウイルス感染症感染拡大防止を考慮し、４地域における文化祭
の開催は、中止したため。

各地域文化祭の来場者数

64

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

生涯学習の
推進・芸術
文化の振興

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

市民一人当たりの年間貸出冊数 ・新型コロナウイル
ス感染症拡大防止対
策を講じ、安全な環
境を整備する。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、利用時間を制限した期間
があった中で、非接触型体温計、除菌ボックス、空気清浄機などを導入
し、安全な環境づくりに努めたため、貸出数が増加した。

66

２
概
ね
達
成

生涯学習の
推進・芸術
文化の振興

インターネット博物館のアクセス回数 ・各コーナーバラン
スを見ながら内容の
充実をはかる。
市内の無形民俗文化
財の公開日程などの
情報発信に努める。

【評価の理由】
必要に応じたコンテンツの更新やリアルタイムな情報発信に努めた。

65

１
目
標
を
達
成

生涯学習の
推進・芸術
文化の振興



第２章・第４節・第１項
スポーツ・レクリエーションの振興



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第４節】スポーツを通じてはつらつと輝けるまちをつくる

【第１項】スポーツ・レクリエーションの振興

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,500 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600

実績 529 1,033

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 630,000 660,000 665,000 670,000 675,000 680,000

実績 292,698 386,268

指標(単位) (  回  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 14 14 14 14 14 14

実績 5 10

体育館、運動公園施設の年間利用者数 ・新型コロナウイル
ス感染症対策を徹底
するとともに、老朽
化している施設備品
が多いため、交換や
修繕などにより安心
して利用できるよう
努める。【評価の理由】

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、施設の利用時間の短縮や
スポーツ大会等の中止、規模縮小によって利用者数が減少したため。

68

３
や
や
遅
れ
て
い
る

スポーツ・
レクリエー
ションの振
興

全国大会等誘致数（全国・関東大会等誘致、開催数） ・引き続き、感染対
策を行ったうえで開
催できる大会の誘致
に努める。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症対策を講じたうえで令和3年度中に予定され
ていた大会は概ね開催され、加須市のイメージアップや大会のPR、競技の
普及を図ることができたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、マ
ラソン大会や駅伝大会といった一部の大会が中止となったことから目標値
を下回ったため。

69

３
や
や
遅
れ
て
い
る

スポーツ・
レクリエー
ションの振
興

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・より多くの市民に
参加していただける
よう様々な工夫を凝
らしたウォーキング
大会の開催を検討す
る。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地域スポーツ協会及び各地区
スポーツ協会が主催する多くのウォーキング大会が中止となったため。
　ただし、各地域スポーツ協会では、それらに代わる事業として個人でも
できるウォーキング事業（「コロナに負けるな！」）を実施し、571人と
いった多くの市民が参加した。

ウォーキング大会の参加者数
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３
や
や
遅
れ
て
い
る

スポーツ・
レクリエー
ションの振
興



第２章・第５節・第１項
人権尊重社会の推進



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第５節】互いを認め誰もが活躍できるまちをつくる

【第１項】人権尊重社会の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,200 2,000 1,700 1,750 2,800 1,850

実績 312 1,504

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5,500 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000

実績 1,886 533

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 910 720 730 740 750 760

実績 683 672

71

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

人権教育推進事業への延べ参加者数 ・コロナ禍におい
て、大人数を集める
ことは難しい。しか
し、このような社会
状況であるからこ
そ、人権意識を高め
る啓発を行い、人権
問題を解決してい
く。

【評価の理由】
　講座の中止や規模の縮小により、参加者が大幅に減少した。特に令和3
年度は、小・中学生学級の中止により、参加者の減少による影響が大き
かった。しかし、人権に関するリーフレットを作成配布し、各自で学習で
きるよう啓発を行った。

人権尊重社
会の推進

72

２
概
ね
達
成

市民相談等相談件数 ・相談体制のさらな
る周知、潜在相談者
からの相談を確保す
る。

【評価の理由】
　相談窓口の周知に努めた結果、相談件数が目標値の９割超となったた
め。

人権尊重社
会の推進

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・人権に係わる相談
会や研修会、各種救
済制度の情報提供は
継続的に実施する必
要があるため引き続
き実施していく。今
後も新しい生活様式
に即した、効果のあ
る広報、啓発活動及
び施策を検討・実施
していく。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、各種研修会の実施回数や参加
募集人数を制限したことにより、参加者が減少し、目標人数を下回ったた
め。
　しかし、書面送付による自主研修や、十分な感染症対策を講じての開催
など、コロナ禍にあっても実施可能な方法により開催した。
　また、新型コロナウイルス感染症に関連した不当な差別、人権侵害につ
いての注意喚起を継続して行った。

人権啓発研修会等への参加者数
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３
や
や
遅
れ
て
い
る

人権尊重社
会の推進



第２章・第５節・第２項
男女共同参画社会の推進



【第２章】未来へつなぐ人を育むまちづくり

【第５節】互いを認め誰もが活躍できるまちをつくる

【第２項】男女共同参画社会の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 40 31.5 33.7 35.8 37.9 40

実績 29.4 31.3

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 40 31.6 33.7 35.8 37.9 40

実績 31.1 30.1

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 80 66 69 73 76 80

実績 55 55

74

２
概
ね
達
成

各審議会等における女性委員の割合 ・各地域の女性団体
の連携のための会長
会議を開催し、女性
団体合同研修会の
テーマの検討や男女
共同参画推進事業に
係る意見等を伺い、
事業の充実を図る。
・審議会等の委員の
選出について、女性
人材リストの活用を
推進し、女性委員の
登用率の向上を図
る。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、女性リーダー研修会等を実施
できなかった。
　しかし、十分な感染症対策を講じた上で、女性団体合同研修会を実施
し、組織の一体化に向けての意識醸成に努めた。
　また、女性人材リストの活用を推進したが、各審議会等の女性委員の登
用率は、計画値に達しなかった。

男女共同参
画社会の推
進

75

２
概
ね
達
成

女性人材リストの登録者数（累計） ・令和5年1月に女性
人材リストの更新を
行う。
・女性リーダー研修
会や女性団体合同研
修会を実施し、参加
者の資質向上を図
り、女性人材リスト
への登録と活用を推
進する。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、女性リーダー研修会等を実施
できなかった。
　しかし、十分な感染症対策を講じた上で、女性団体合同研修会を実施
し、組織の一体化に向けての意識醸成に努めた。
　また、女性人材リストの活用を推進したが、各審議会等の女性委員の登
用率は、計画値に達しなかった。

男女共同参
画社会の推
進

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・情報紙の紙面を
「男女共同参画」を
身近に感じられるよ
うに精査し、啓発に
活用する。
・啓発用チラシを理
解しやすい表現等に
変更するなど改善を
加え、引き続き関係
課の事業と協働して
取り組む。

【評価の理由】
　市民企画委員との協働により、十分な感染症対策を講じた上でセミナー
等を実施し、男女共同参画について啓発を行うなど、市民の理解を深め、
男女の地位が平等と感じる割合は、目標に近づいた。
　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響により、集客を伴う講演会・
セミナー・フォーラムを計画どおり実施することができなかった。

男女の地位が平等と感じている市民の割合
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男女共同参
画社会の推
進



第3章・章目標

第１節　雇用の創出と働きやすい環境のまちをつくる

第２節　産業力アップで地域経済が好循環のまちをつくる

第３節　地域の魅力で人が集まるまちをつくる



第３章 魅力と活力を生む産業のまちづくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 480 480 480 480 480 480

実績 357 429

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,640 2,260 2,270 2,280 2,290 2,300

実績 2,225 2,250

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 3,150,000 2,490,000 2,514,000 2,538,000 2,562,000 2,586,000

実績 1,094,209 1,200,026
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２
概
ね
達
成

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のためイベント等を中止したことによ
り、観光入込客数が減少したため。
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る
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第３章魅力
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第３章魅力
と活力を生
む産業のま
ちづくり

２
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達
成

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　第３章・章目標進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

目標

・広報紙やホーム
ページ等によるＰＲ
に努め、利用を促進
する。
・国からの情報収集
を行い、景気情勢の
指標を作成する。
・ハローワーク行田
との連携強化を図
る。

【評価の理由】
　ふるさとハローワークの管理に関する覚書で掲げる年間就職者480名と
いう目標値に対し４２９名の実績であるため。新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から閉庁期間が有ったことによる影響がある。

ふるさとハローワークを活用した就職者数

観光入込客数 ・観光ビジョン進行
管理調書の作成
・観光ビジョン推進
会議の開催

加須市商工会会員数（累計） ・引き続き、団体へ
の支援を行い、市内
中小企業の振興と経
営の安定化を図る。

【評価の理由】
 市内中小企業の振興及び経営の安定化を図るため、加須市商工業団体等が
取り組む各種事業に対して助成を行い、目標値に近い会員数となったた
め。



第３章・第１節・第１項
多様な雇用の創出



【第３章】魅力と活力を生む産業のまちづくり

【第１節】雇用の創出と働きやすい環境のまちをつくる

【第１項】多様な雇用の創出

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (事業所)

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2 2 2 2 2 2

実績 5 10

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,000 900 925 950 975 1,000

実績 881 896

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 70 50 50 50 50 50

実績 49 36

・市内への立地を希
望する企業の要望に
答えられるよう、立
地可能な適地につい
て、まちづくり課を
中心として関係各課
と検討・協議・精査
し、早期の立地実現
を目指す。

【評価の理由】
　開発用地に関する問い合わせは依然多いが、新規立地に誘導できる土地
がない状況が続いている。
　３年度実績としては10社の立地があったため左記の評価とした。

市内の工業団地等への立地事業所数
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成

多様な雇用
の創出

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

女性就業支援セミナー参加者数 ・女性の様々なニーズ
に対応した就業支援セ
ミナーを実施する。埼
玉県・ハローワーク行
田、羽生市・行田市と
共催してセミナーを実
施し、また、産業振興
課と連携を図りさらな
る就業支援の充実を図
る。
・成果指標となるべ
き、セミナー参加者の
就業率の把握方法を検
討して実施する。

【評価の理由】
　埼玉県や近隣市との共催で開催したセミナーの参加人数が、新型コロナ
ウイルス感染症対策のため、中止や規模を縮小したことも一因となり、目
標値に達しなかったため。
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３
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多様な雇用
の創出

シルバー人材センター会員数（累計） ・経営安定化に向け
た取組を促進する。
①新会員の確保
②受託業務の確保
③就業機会の拡大
④会員の技能の習
得・向上
等の事業実施に向け
た指導・助言を行
う。
・生活支援事業、派
遣事業に対する指
導・助言を行う

【評価の理由】
　シルバー人材センターの適正な運営に向け指導を行った。
　また、目標値の9割を超えているため、上記の評価とした。
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多様な雇用
の創出



第３章・第２節・第１項
農業の活性化



【第３章】魅力と活力を生む産業のまちづくり

【第２節】産業力アップで地域経済力が好循環のまちをつくる

【第１項】農業の活性化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

事務事業名

所　管　課

指標(単位) ( ha )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,827 1,925 2,023 2,121 2,218 2,315

実績 1,911 2,185

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 286 273 276 279 282 285

実績 276 283

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 10 10 10 10 10 10

実績 10 12
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１
目
標
を
達
成

新規就農認定者数 ・引き続き新規就農
者の認定及び認定に
向けた周知や説明を
行い新規就農者の増
加を図る。

【評価の理由】
　令和3年度に新たに3人の新規認定を行うことで新たに担い手を確保する
ことができ、目標を達成することができた。

農業の活性
化

・農地中間管理機構
（公益社団法人埼玉
県農林公社）を活用
した担い手への農地
の集積及び集約化を
さらに推進する。
下谷地区
（140ha）、杓子
木・生出・阿佐間地
区（22ha）及び中
渡･渡沼･旗井北・堀
南２琴寄地区
（83.7ha）を集積
予定

【評価の理由】
　新規組織設立に向け説明会等を開催し、割目・大室地区、水深東地区、
牛重・根古屋地区、田ケ谷西地区、小野袋地区の５地区（約２５５ｈａ）
の集積を完了するとともに、既存地区の再配分等による集積により農地中
間管理機構への貸付面積を増やすことができた。

農地中間管理機構に貸し付けた農地の面積（累計）
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農業の活性
化

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

認定農業者数 ・認定農業者の育
成、確保を図ってい
く。
・制度資金の利子補
給・利子助成を行っ
ていく。
・農地利用効率化等
支援交付金の採択申
請（R4年度：1経営
体）

【評価の理由】
　高齢により再認定を受けない農業者が増えているが、新規認定者を確保
することができたため、目標を達成することができた。
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農業の活性
化



事務事業名

所　管　課
No

評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) ( 千円 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 359,000 315,000 316,000 317,000 318,000 319,000

実績 312,713 321,220

農産物直売所の地元農産物の売上額 ・市内商工業者、消
費者団体等と連携し
ての地産地消の推進
方法の検討
・販路拡大のための
マルシェ等への出店
支援

【評価の理由】
市内農産物直売所の地元農産物の売上合計額が目標を超過したため。
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農業の活性
化



第３章・第２節・第２項
商業の活性化



【第３章】魅力と活力を生む産業のまちづくり

【第２節】産業力アップで地域経済力が好循環のまちをつくる

【第２項】商業の活性化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

事務事業名

所　管　課

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100 100

実績 83 80.2

指標(単位) (事業所)

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2 2 2 2 2 2

実績 2 4

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5 5 5 5 5 5

実績 2 0

市内で創業した事業所数 ・金融機関や商工会
等の創業支援等事業
者と連携しながら、
創業者へのきめ細か
な相談やアドバイス
に努める。
・経済状況や景気の
動向に注視し、融資
利率や預託割合につ
いて金融機関との協
議を図る。
・創業者に対する新
たな支援制度を検討
する。

【評価の理由】
　加須市商工会が実施している創業塾参加者56名のうち、創業した事業者
が４名であったため。
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商業の活性
化

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

・「加須の逸品カタ
ログ」の作成支援を
行う。
・参加店舗へアン
ケートを実施し売り
上げや、集客効果、
雇用等の状況を把握
し、事業効果を検証
する。

【評価の理由】
　一店逸品事業は参加店舗も前年度より増加し、新規店舗のPRの手段とし
ても利用されている。

逸品カタログ参加店のうち、来客数や売上が増加した店の割合
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商業の活性
化

88

４
大
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る

６次産業化商品開発支援件数 ・展示商談会や６次
産業化商品開発に係
る助成について、利
用を促進するため、
周知を図る。
・産業チャレンジの
新たな支援制度につ
いて検討する。【評価の理由】

　展示商談会への出展については、コロナ禍であってもオンライン商談会
に出展した企業の販路拡大支援を図ることができた。
　商品開発支援については０件となり、取り組んだ事業者がなかったため
上記の評価とした。

商業の活性
化



事務事業名

所　管　課
No

評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 47,000 36,000 36,500 37,000 37,500 38,000

実績 800 1,850

商店街にぎわい創出イベント集客数 ・商工会と連携し、
イベント等における
集客や売上の向上を
図る。

【評価の理由】
　加須市商工会や中心市街地スタッフ会議、商店街や地域等と連携・協力
しながら、にぎわい創出イベント等の支援を計画したが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響によりイベント等の中止が相次ぎ、集客数が計画値に及
ばなかった。
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商業の活性
化



第３章・第２節・第３項
地域経済の活性化



【第３章】魅力と活力を生む産業のまちづくり

【第２節】産業力アップで地域経済力が好循環のまちをつくる

【第３項】地域経済の活性化

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 330 330 330 330 330 330

実績 333 408

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 60 50 50 50 50 50

実績 46 54

指標(単位) ( 事業所 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 22 17 17 17 17 17

実績 30 16
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１
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かぞブランド認定により売上額が向上した産品の割合
*売上が向上した産品数÷認定登録産品数×100

・認定品のPR方法や
さらに価値を高めて
いくための方法を検
討する。
・認定証の交付につ
いて、市民の日記念
式典での実施を検討
する。【評価の理由】

　かぞブランド認定品のパンフレットである「かぞブランドブック」の大
幅リニューアルや認定事業者自身の積極的なPRにより、売上を伸ばしてい
る事業者が前年度より８ポイント増え、目標値に達したため。

地域経済の
活性化

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・災害が発生した際
は、災害時の修繕費
助成について迅速に
対応を行う。

【評価の理由】
　より多くの市民に利用してもらうため、市内事業所(工務店等)に案内資
料を送付するなど、周知・広報を行ったことや、新型コロナウイルス感染
症の影響による巣ごもり需要などで、前年度と比較し申請件数が3３３件
→４０８件と増加した。

住宅改修等需要促進事業申請件数
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地域経済の
活性化

地場産業助成団体の会員数（累計） ・地場産業団体の運
営等を支援し、会員
数の向上を図る。

【評価の理由】
　地場産業振興団体が、団体を運営するための費用及び販路拡大等のため
に取り組む事業に対して支援することができた。
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成

地域経済の
活性化



No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 40 50 50 50 50 50

実績 7 37
93
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年間市内企業訪問件数 ・市内産業団地の企
業を対象にビジネス
懇談会を開催し、産
業連携による中小企
業等の競争力強化を
図る。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、積極的な企業訪問が実施でき
なかったため。

地域経済の
活性化



第３章・第３節・第１項
観光によるまちおこし



【第３章】魅力と活力を生む産業のまちづくり

【第３節】地域の魅力で人が集まるまちをつくる

【第１項】観光によるまちおこし

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  回  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 65 70 75 80 85 90

実績 65 43

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 300 300 350 400 450 500

実績 0 432

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 67,000 67,000 68,000 69,000 70,000 71,000

実績 38,850 55,407

95

１
目
標
を
達
成

サイクリングイベント参加者数
■「かぞ観光サイクリン
グ」のブランド化の推進
・渡良瀬遊水地を中心と
した、サイクリングブラ
ンドの確立、PRの強化
・かぞ観光レンタサイク
ルの拡充
■民間事業と連携したサ
イクリング事業の拡大
・ブリヂストンサイクル
との協力
・渡良瀬遊水地を活用し
たサイクリングイベント
の開催
■新型コロナウイルス感
染症対策を講じてのイベ
ント開催

【評価の理由】
市内の飲食事業者との連携しコロナ禍においても参加可能な人との接触を
減らせるデジタルスタンプラリー（かぞ観光サイクリングラリー）を用い
て実施したため。

観光による
まちおこし

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・加須市のシンボル
である「うどん」と
「こいのぼり」を活
用し交流人口の拡大
を図る。
・近隣自治体及び市
内商店と連携し「加
須市のうどん」のPR
を図る。
・市内で一年を通し
て、こいのぼりが見
られるまちづくりの
推進

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベント等が中止となったた
め。

うどんとこいのぼりを活用した取組数
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３
や
や
遅
れ
て
い
る

観光による
まちおこし

物産観光協会ホームページアクセス数
・加須市の知名度向上と
交流人口の拡大を目指し
たイベントの開催や観光
物産展等への出展を支援
し、内容を充実させる。
・市外の観光協会や民間
企業との連携を支援し、
積極的な交流を促進す
る。
・各種情報を提供するこ
とで、物産観光協会ＨＰ
の充実を図るとともに、
メディアやＳＮＳを活用
した市　のＰＲを推進す
る。
・物産品等を活用した観
光ＰＲ手法の検討や、物
産展等の開催や参加によ
り、販売力の強化を図
る。
・加須市物産観光協会の
組織体制と事業の充実。

【評価の理由】
イベント等が中止となったが、物産観光協会HPのリニューアルをし、観光
情報の発信に努めたため。96

２
概
ね
達
成

観光による
まちおこし



第4章・章目標

第１節　環境意識を醸成し行動できるまちをつくる

第２節　豊かな自然と共生するまちをつくる

第３節　地球にやさしいまちをつくる

第４節　快適で暮らしやすいまちをつくる



第４章 豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) ( 団体 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 231団体以上 231団体以上 231団体以上 231団体以上 231団体以上 231団体以上

実績 232団体 233団体

指標(単位)
(t-CO2
)

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1３,１３９t-CO₂ 11,200t-CO₂10,880t-CO₂10,550t-CO₂10,230t-CO₂ 9,900t-CO₂

実績 12,591t-CO₂ 12,912t-CO₂

指標(単位) ( 位  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 ５位以内 ５位以内 ５位以内 ５位以内 ４位以内 ４位以内

実績 ５位 集計中

・引き続き、環境美
化や地域衛生、リサ
イクル、自然保護な
ど環境活動に取り組
む団体などを支援
し、自主的な取組を
促進する。

【評価の理由】
環境美化や地域衛生、リサイクル、自然保護など環境活動に取り組む団体
数が目標を上回ったため。

様々な環境活動に取り組む団体数（累計）

市役所におけるCO2年間排出量 ・第3次加須市役所
地球温暖化防止実行
計画に基づき、令和
12年度の温室効果ガ
ス排出量を平成２５
年度に比べ４０％削
減するという目標の
達成に向けて取組
み、排出状況の進行
管理を実施する。

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　第４章・章目標進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

目標
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１
目
標
を
達
成

【評価の理由】
第3次加須市役所地球温暖化防止実行計画に基づく取組を推進し、省資
源・省エネルギー等の環境に配慮した取り組みを実践したが、新しい施設
の開設やコロナによる集客施設の利用状況の変化、また、第３次計画より
ＣＯ２排出量の算定に用いる電気排出係数の変更（固定係数から変動係数
に変更）等の影響もあり、前年度より排出量が微増となり、目標に達しな
かったため。

98

3
や
や
遅
れ
て
い
る

第４章豊か
な自然と快
適な環境の
まちづくり

第４章豊か
な自然と快
適な環境の
まちづくり

99

ごみのリサイクル率の全国順位 ・5Rの推進やごみ分
別の意識向上を図る
ため、イベントや研
修会等において啓発
活動を行う。
・ごみの組成分析調
査を行う。

【評価の理由】
令和2年度のリサイクル率が38.4%で、全国第5位となり目標を達成でき
た。

第４章豊か
な自然と快
適な環境の
まちづくり



第４章・第１節・第１項
環境学習・教育の推進



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第１節】環境意識を醸成し行動できるまちをつくる

【第１項】環境学習・教育の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 ― 150 205 260 315 370

実績 0 31

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 170 100 125 150 175 200

実績 0 0

環境フォーラム参加者数 ・環境への認識を深め
るため、環境フォーラ
ムの充実に努める。

【評価の理由】
冬季に開催する予定であった「環境フォーラム」は、新型コロナウイルス
感染症の影響により、中止となったため。

101

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

環境学習・
教育の推進

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・今後引き続き各地
域の観察会をはじ
め、学習機会の提供
に努める。

【評価の理由】
多くの方に自然を体感し環境を考える機会を提供するため、４地域の水辺
環境を活用した自然観察会の開催、環境科学国際センターとの共催による
環境学習講座を開催する予定であったが、新型コロナウイルス感染症の影
響により、大利根地域のみ開催となったため。

環境学習講座等の参加人数
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４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

環境学習・
教育の推進



第４章・第１節・第２項
環境活動の推進



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第１節】環境意識を醸成し行動できるまちをつくる

【第２項】環境活動の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  団体  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 42 42 42 42 42 42

実績 38 39

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 35,300 35,400 35,400 35,500 35,500 35,600

実績 1,549 5,086
103

３
や
や
遅
れ
て
い
る

一斉清掃参加者数 ・一斉清掃の実施に
あたり、事業者、学
校、その他団体と連
携を図り、引き続
き、参加を呼びかけ
ていく。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため計画した１２回中７回を中止とし
たため。

環境活動の
推進

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・環境美化活動サ
ポート事業につい
て、団体の活動報告
である「美化新聞」
を公共施設や関係団
体に配布するほか、
広報紙やホームペー
ジを利用し更なる周
知、啓発を行い、既
存団体の活動の充実
を図るとともに、参
加者数・参加団体数
の増加を目指す。

【評価の理由】
新規登録団体が2団体加わり、既存登録団体の活動も継続的に行われてお
り、環境美化活動が持続的に行われ、快適な環境づくりが推進されている
ため。

環境美化活動団体数（累計）
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成

環境活動の
推進



第４章・第２節・第１項
自然環境との共生



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第２節】豊かな自然と共生するまちをつくる

【第１項】自然環境との共生

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  団体  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200 1,200

実績 1,191 1,444

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1,550 1,550 1,550 1,550 1,550 1,550

実績 1,079 425

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5,000 5,000 5,000 5,000 5,500 5,500

実績 0 0

・「浮野の里・葦の
会」への委託の継続
・「浮野の里の保
全・利活用方針」を
基に、浮野の里の保
全に努める。

【評価の理由】
・「浮野の里・葦の会」と「さいたま緑のトラスト協会」ボランティアス
タッフにより保全がなされたため。

浮野の里環境保全活動年間参加者数

104

１
目
標
を
達
成

自然環境と
の共生

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・「withコロナ」の中
で、工夫しながら実施
に向けて取組む。
・加須市への交流人口
の拡大を図るため、各
メディアに対して渡良
瀬遊水地の積極的なＰ
Ｒを、ＨＰやパブリシ
ティなどの媒体を積極
的ン活用する。
・道の駅かぞわたらせ
及び三県境等施設のPR
を指定管理者と連携し
て進めていく。

106

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

渡良瀬遊水地まつり来場者数

【評価の理由】
・新型コロナウイルス感染症の影響により、集客の見込める「渡良瀬遊水
地まつりin KAZO」が開催できなかったため。

自然環境と
の共生

105

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

オニバス自生地来訪者数
①オニバスの会の活動を
支援し、絶滅危惧種であ
るオニバスの保護を引き
続き行うとともに、加須
市への交流人口の拡大を
図るため、開花の時期に
合わせ、各メディアに対
してオニバス自生地の積
極的なＰＲを行う。特
に、テレビ放送によるＰ
Ｒ効果が高いため、取り
上げてもらえるようＨＰ
やパブリシティなどによ
るＰＲを行う。
②ここ数年開花が思わし
くなかったので、専門家
との意見交換や、開花に
向けた干し上げ等を行
い、今後も引き続き、開
花に向けた取り組みを行
う。
③環境学習の一環として
小中学生等による保護活
動ボランティアの可能性
をオニバスの会と検討す
る。
④都市公園条例で自然公
園として更なるＰＲに努
めていく。

【評価の理由】
　オニバスの開花に向け、オニバスの会との協働により、準備段階から除
草作業や追肥等の保全活動に取り組んだほか環境科学国際センターと連携
して取り組んだ。
　なお、令和３年度の育成状況は芳しくなかった。また来訪者数は新型コ
ロナ感染拡大防止のため、オニバスフェスタ（物産観光協会）が中止と
なったため計画の約27％に留まった。

自然環境と
の共生



第４章・第２節・第２項
美しい景観の形成



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第２節】豊かな自然と共生するまちをつくる

【第２項】美しい景観の形成

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  団体  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 20 20 20 20 20 20

実績 17 17

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2 2 2 2 2 2

実績 1 1

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000

実績 14,329 13,889
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３
や
や
遅
れ
て
い
る

景観指針を策定する地区数（累計） ・市民との協働により
事業を進めてきたが、
市民だけでなく民間事
業者、関係機関等とも
協働による景観まちづ
くりをすすめる。
・景観マップを活用
し、地元だけでなく広
く市民や事業者などに
啓発していく。
・新たな候補地の選定
とともに地元ボラン
ティア団体等と活動実
施に向けた協議・調整
を行う。

【評価の理由】
「水深地区景観指針」に基づき、景観を活かしたまちづくりの一環とし
て、地域住民との協働による植栽活動を行ったものの、新たな景観指針策
定地区の選定には至らず、水深地区の1地区に留まっている。

美しい景観
の形成
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２
概
ね
達
成

加須未来館周辺景観形成作物栽培面積（累計） ・未来館周辺の農地
は低地が多く水の管
理が難しく、新たな
栽培候補地を探すの
が難しい。また、土
地を売却する地主が
いると栽培面積が
減ってしまう。【評価の理由】

播種前に耕耘を２回行ない、施肥し、状態を一週間見てから播種したた
め、９月中旬から１１月上旬まで開花となった。その間園路内の通路の維
持管理がうまくいった。また、来場者に向けた駐車場利用の案内看板を３
基購入した。

美しい景観
の形成

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・オープンガーデン
の登録者数を増やす
ため、引き続き、
ホームページ等を通
じて周知を行い、拡
充に努める。

【評価の理由】
オープンガーデン登録庭数が伸び悩んでいるが、目標登録数の8割以上は
維持できているため。

オープンガーデン登録数（累計）
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達
成

美しい景観
の形成



第４章・第３節・第１項
地球温暖化への対応



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第３節】地球にやさしいまちをつくる

【第１項】地球温暖化への対応

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 31,000 23,000 23,000 23,000 23,000 23,000

実績 19,450 16,697

指標(単位) (  kw  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 19,000 20,000 21,000 22,000 23,000 24,000

実績 19,270 20,695

指標(単位) (  回  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 5 5 5 5 5

実績 5

・節電社会の構築を
目指して、更なる市
民等への意識づけを
強化する。

【評価の理由】
多くの人に節電の意識を持ってもらうように、エコライフDAYチェック
シートを周知し、多くの方に参加いただき、啓発をすることができたが、
参加者数73％にとどまっているため。

エコライフDAYチェックシート参加者数
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３
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れ
て
い
る

地球温暖化
への対応

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

気候変動(適応）に関する情報提供回数
*緑化推進・打ち水・熱中症対策・防災情報等

・第２次加須市環境
基本計画に、気候変
動の影響への「適応
策」を位置付けてお
り、今後も気候変動
に伴い生じる被害の
防止・軽減策の実施
を周知・啓発する。【評価の理由】

①農業分野については、埼玉県より情報提供のあった「彩のかがやき」の高温対策資料を市
HPに掲載した。②自然生態系分野については、「浮野の里」において県絶滅危惧種に指定さ
れているトキソウの調査を月１回（年１２回）実施し、「加須市の環境」で公表した。③健
康分野については、熱中症対策及び外出時の一時休息所として、市ＨＰや広報かぞにより、
クールオアシス（17箇所）の周知・啓発を実施した。また、暑さ指数（ＷＢＧＴ）を用いて
防災無線、安心・安全メールでの注意喚起を実施した。④自然災害分野については、市民の
防災意識の高揚と地域防災力向上のために、防災出前講座等に対する啓発活動を行った。
（防災出前講座：16回　345人、避難行動説明会ː20回　800人、自主防災組織研修会ː
2回　116人）⑤都市生活・市民生活については、暑熱による生活への影響に対応するため
のグリーンカーテンの設置を促進するとともに、グリーンカーテンコンテストを開催した。
（応募者数：13　個人3名、10団体）
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１
目
標
を
達
成

地球温暖化
への対応

太陽光発電システムの容量（10kw未満）（累計） ・再生可能エネル
ギーに関する国・県
などの補助制度につ
いて情報提供する。

【評価の理由】
広報紙等の啓発により、市内の太陽光発電システム設備促進が図られたた
め。
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１
目
標
を
達
成

地球温暖化
への対応



第４章・第４節・第１項
循環型社会の構築



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第４節】快適で暮らしやすいまちをつくる

【第１項】循環型社会の構築

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ｇ  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 836 829 822 815 808 800

実績 1,010 984

指標(単位) (  ｔ  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2,440 2,430 2,420 2,410 2,400 2,400

実績 2,631 2,546

指標(単位) (  ｔ  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 3,380 3,380 3,280 3,180 3,080 2,980

実績 3,811 3,645

プラスチック類ゴム製品ごみ排出量 ・マイボトル・マイ
バック運動の継続。
・マイボトル利用促
進のためのキャッチ
フレーズ等の募集を
行う。

【評価の理由】
リサイクル推進協力会のリサイクル推進員へのマニュアルの配布、ホーム
ページを通じた啓発活動を行った結果、前年度と比較して減量となり、プ
ラスチックごみの排出が抑制された。
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循環型社会
の構築

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・5Rの推進やごみ分
別の意識向上を図る
ため、イベントや研
修会等において啓発
活動を行う。
・ごみの組成分析調
査を行う。

【評価の理由】
広報や周知、啓発により、ごみの分別に加え、ごみの資源化・減量化の意
識が順調に浸透していると考えられる。

1人1日当りごみの排出量
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成

循環型社会
の構築
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２
概
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達
成

焼却灰の発生量数 　　*焼却灰＋飛灰
・出されたごみの分
別をさらに徹底し、
燃やすごみの量を減
らす。さらには、加
須クリーンセンター
破砕処理行程前にお
いて資源ごみの選別
強化を行っていく。【評価の理由】

前年度と比較して焼却灰の減量化が図れた。

（焼却量は微増している中で、灰の量は減少している。このことから灰の
出ないプラスチック類の混入が多かったことが推定される。）

循環型社会
の構築



第４章・第４節・第２項
きれいな水の再生



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第４節】快適で暮らしやすいまちをつくる

【第２項】きれいな水の再生

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 94.7 94.2 95.2 96.3 97.4 98.3

実績 93.6 94.0

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 80.5 81.3 82.1 82.8 83.4 83.9

実績 76.5 77.1

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 54 60 66 72 78 84.5

実績 50.5 52

農業集落排水処理施設加入率(累計) ・引き続き、未加入
世帯への戸別訪問を
実施し、加入率向上
を目指す。

【評価の理由】
　個別訪問を実施した結果、加入率が向上したため。
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きれいな水
の再生

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・令和７年度を目途
に川口地区下水道整
備事業を完了させ
る。

【評価の理由】
　令和３年度において、概ね計画どおりに整備が進んだため。

公共下水道整備率(整備面積/事業計画区域面積)（累計）
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きれいな水
の再生
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２
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成

浄化槽整備区域内の合併処理浄化槽普及率（累計） ・引き続き、単独浄
化槽及び汲み取り便
槽からの転換補助制
度を広報紙および
ホームページ等で周
知していく。

【評価の理由】
　広報紙やホームページ、戸別訪問で合併浄化槽に転換啓発や、補助金制
度の周知及び適正な維持管理の啓発を行ったが、普及率が目標値に届かな
かったため。

きれいな水
の再生



No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100 100

実績 54 54

市内50地点のBOD（冬期）の環境基準達成率 ・河川清掃活動等へ
の市民参加の促進
・冬期試験通水拡充
のための関係機関と
の調整

【評価の理由】
23地点で環境基準を超過してしまったため。
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きれいな水
の再生



第４章・第４節・第３項
公害のない生活環境の確保



【第４章】豊かな自然と快適な環境のまちづくり

【第４節】快適で暮らしやすいまちをつくる

【第３項】公害のない生活環境の確保

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 90 90 90 90 90 90

実績 72 88

指標(単位) (  回  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 13 13 13 13 13 13

実績 13 13

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 81 80 80 80 80 80

実績 64 66

狂犬病予防注射の接種率 ・登録頭数及び狂犬
病予防注射接種率の
向上を継続的に実施
する。
・今後も対策を検討
しながら接種率向上
へ対応する。

【評価の理由】
集団注射を6日間各地域公共施設等で実施。また、未接種犬の飼い主を対
象に勧奨通知を送付した。
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成

公害のない
生活環境の

確保

・引き続き、広報誌
及びホームページに
よる公害情報の提供
を行う。

【評価の理由】
苦情の発生した場合は、速やかに対応し、その結果、概ね年度内で処理す
ることができたため。

公害苦情処理解決率
*大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭
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公害のない
生活環境の

確保

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

121

１
目
標
を
達
成

環境測定の実施回数
＊ダイオキシン、大気、河川、自動車交通騒音

・引き続き、大気中
のダイオキシン類や
二酸化窒素、二酸化
硫黄、河川等の水
質、自動車交通騒音
測定等の環境測定を
継続的に実施すると
ともに測定結果を市
民に公表する。

【評価の理由】
計画どおりに測定が実施できたため。

公害のない
生活環境の

確保



No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

指標(単位) (  回  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 24 24 24 24 24 24

実績 24 24
123

１
目
標
を
達
成

不法投棄防止パトロール回数 ・引き続きパトロー
ルを実施していくと
ともに、自治会との
情報共有を図ってい
く。

【評価の理由】
未だに不法投棄の通報が多く寄せられており、今後もパトロールを継続し
ていく。

公害のない
生活環境の

確保



第5章・章目標

第１節　地域の絆で協働のまちをつくる

第２節　便利で暮らしやすいまちをつくる

第３節　持続可能な自治体経営を実現する



第５章 協働による持続可能なまちづくり

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100 100

実績 96.6 96.2

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 85.7 80.2 80.3 80.4 80.5 80.6

実績 79 78.3

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標
プラス傾向

を継続
プラス傾向

を継続
プラス傾向

を継続
プラス傾向

を継続
プラス傾向

を継続
プラス傾向

を継続

実績 368 65

指標(単位) (   ％    )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 77.25 81.8 86.35 90.9 95.45 100

実績 71 77
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第５章　協
働による持
続可能なま
ちづくり

「加須市に住み続けたい」と思う人の割合 ・今後も各部門計画
策定時のアンケート
調査等において、意
向確認を続けるとと
もに、結果を基に、
さらに定住者の増に
結びつくように、総
合振興計画の事業の
取組に繋げる。

【評価の理由】
　令和4年3月に実施した、第２次加須市一般廃棄物処理基本計画策定に向けての
市民アンケート調査において、「住み続けたい」が77%となった。
対象者が無作為抽出によることから、必ずしも同一条件での調査ではないが、前年
度からも伸びており、各事業の取組が結びついたものと評価できることから、「概
ね達成」とした。
参考：72.7%（元年度）　R2：地域福祉計画：73.7%　男女共同参画：68.3%
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成

第５章　協
働による持
続可能なま
ちづくり

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染症の影響により市民会議を開催することはでき
なかったが、各課等における事務事業については、目標に近い実施率と
なったため、おおむね達成と評価した。

全事務事業における市民との協働実施割合

人口の社会増 ・「人口」は、まち
づくりの重要な要素
となることから、特
に近年減少してい
る、転入者の増に向
けて、総合振興計画
の各種事業を着実に
推進するとともに、
全庁を挙げて人口増
に向けた更なる事業
展開を研究してい
く。

【評価の理由】
R2とR3を比較すると、転出者数に大きな動きはなく、転入者が約250人
減少している。令和３年度の社会増減においては、前年よりも大幅な減少
となっているものの、プラスを維持しており、加えて平成２８年度以降転
入超過であることを踏まえ、「概ね達成」と評価した。

参考：353人（令和元年度実績）

自治協力団体加入率（累計） ・自治協力団体加入促
進マニュアルを活用し
て、効率的な自治協力
団体への加入率向上を
図る。
・三者(加須市自治協力
団体連合会、宅地建物
取引業協会及び全日本
不動産協会)の協定によ
る、加入促進の一層の
強化を図る。
・特に加入率の低い地
域において、加入促進
対策を重点的に行う。

第５章　協
働による持
続可能なま
ちづくり

第５章　協
働による持
続可能なま
ちづくり

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　第５章・章目標進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

目標

124

２
概
ね
達
成

【評価の理由】
　各種啓発活動に取り組んだことにより、目標値には若干及ばなかったも
のの、概ね目標値に近い加入率を確保することができたため。

125

２
概
ね
達
成

・会議を開催するため
参加対象者の範囲、募
集方法などの見直しを
行い、会議が開催でき
るだけの参加者を集め
る必要がある。
・多くの方が気軽に会
議に参加できるような
仕組みとする必要があ
る。
・各課等における事務
事業の協働状況の詳細
な把握のため、ヒアリ
ング調査を実施する。



第５章・第１節・第１項
シティプロモーションの推進



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第１節】地域の絆で協働のまちをつくる

【第１項】シティプロモーションの推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 15,000 18,000 54,500 57,000 59,500 62,000

実績 16,179 60,470

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 450 460 470 480 490 500

実績 542 461

128

１
目
標
を
達
成

【評価の理由】
　速報性・広域性に優れている報道機関に情報を提供し、本市を積極的に
ＰＲした結果、令和3年度における情報提供の件数が目標値を上回ったた
め達成とした。

129

１
目
標
を
達
成

シティプロ
モーション
の推進

シティプロ
モーション
の推進

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画進行KPI管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・平成29年12月のホー
ムページリニューアルか
ら5年が経過するため、よ
り見やすく探しやすい
ページとなるよう、トッ
プページ等のデザインリ
ニューアルを行う。
・ホームページに最新情
報が公開されるよう、引
き続き各課への働きかけ
を行う。
・更なるＳＮＳの有効活
用と積極的な情報発信を
行い、フォロワーの獲得
に努める。

【評価の理由】
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントや各種事業等が中止
や延期となり、ＳＮＳの更新件数は減少したが、令和3年度におけるＳＮ
Ｓ等のフォロワー数が目標値を大きく上回ったため達成とした。

市公式ＳＮＳ等のフォロワー数（累計）

パブリシティ年間情報提供の件数 ・各メディアに報道
してもらうことで、
経費をかけることな
く、市内外に向けて
本市を周知できる大
きなメリットがある
ため、引き続き積極
的なパブリシティを
行う。
・記者の要望に応じ
て、メール等での情
報提供も積極的に
行っていく。



第５章・第１節・第２項
広聴の推進



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第１節】地域の絆で協働のまちをつくる

【第２項】広聴の推進

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 240 200 200 200 200 200

実績 14 62

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 150 1,010 1,020 1,030 1,040 1,050

実績 0 0

・新たな広聴事業と
して「市長と語るタ
ウンミーティング」
を実施するが、今後
も市民からの市政に
関する意見及び要望
等の効果的な聴取方
法や反映方法を検討
していく。

広聴の推進

広聴の推進

・引き続き、市民と
の対話を推進するた
め、コロナ禍におけ
る広聴事業全体とし
て、開催方法等を検
討する。(「市長と語
るタウンミーティン
グ」への意向）

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画進行KPI管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

130

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

【評価の理由】
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、開催中止となった。

131

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、申込後に開催中止とした団体
や、申込数の減少などの影響があった。

出前市長室に参加した人数

市政についての話し合いに参加した人数



第５章・第１節・第３項
市民と行政との協働



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第１節】地域の絆で協働のまちをつくる

【第３項】市民と行政との協働

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) ( 団体 )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 76 78 80 82 84 86

実績 82 80

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 100 100 100 100 100 100

実績 94.5 91.3

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 28,000 25,000 25,000 25,000 25,000 25,000

実績 4,125 19,915

134

２
概
ね
達
成

市民と行政
との協働

【評価の理由】
コロナ禍にあっては、各種市民活動の実施が難しいことも影響し、令和２
年度と比較し、登録団体数は減少したものの、目標数を上回っているた
め。

地域市民活動団体数（累計）

市民の日記念事業への参加者数 ・市民の日記念のイ
ベント及び協賛事業
等は、関係課や市民
団体等と協力し、更
に拡充するように努
めるとともに、市民
に認知されるよう、
広報活動等の充実を
図っていく。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、事業等が中止や縮小となった影
響により、成果指標の実績値が目標値に達成しなかったが、達成割合で
は、８０％以上に達したため、概ね達成とした。

絆マークを見たことがある市民の割合 ・絆事業表彰の対象
要件や選出方法等を
より分かりやすく
し、部会の円滑な運
営に努める。
・ポスター作品等の
より多様な活用方法
を検討する。
・より一層全市的な
運動の展開となるよ
う、アンケート結果
等を基に、事業の見
直しを検討する。

市民と行政
との協働

市民と行政
との協働

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画進行KPI管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

132

１
目
標
を
達
成

【評価の理由】
　各推進部会の活動や、さまざまな場所や機会でのPRにより、前年度の実
績には及ばないものの、目標値の約９割の実績となったため。

133

２
概
ね
達
成

・市民活動ステー
ションにおけるボラ
ンティア情報の受発
信及び活動内容の充
実を図る。



第５章・第２節・第１項
地域の特性を活かした土地利用と良好な住環境の形成



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第２節】便利で暮らしやすいまちをつくる

【第１項】地域の特性を活かした土地利用と良好な住環境の形成

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 1 2 3 4 5

実績 4

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 78 78 78 78 78 78

実績 75 110

指標(単位) (  家族  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 360 360 360 360 360 360

実績 296 257
137

３
や
や
遅
れ
て
い
る

地域の特性
を活かした
土地利用と
良好な住環
境の形成

【評価の理由】
・計画的な土地利用の推進により、見込みを上回る数の企業が立地したた
め。

企業の立地件数（累計）(大規模開発行為件数)

中学生以下の子どもと転入した家族の数 ・土地の有効活用、
地域のつながりの維
持等を期待し、事業
を行っていく。
・地域に戻る人等に
対する支援を行う。
・空家や既存事業を
活用した新たな支援
等の検討を行う。

【評価の理由】
・定住コンシェルジュを配置し、市内への定住希望者を計画実績計画実績
計画計画計画計画サポートできた。
・開発許可等申請手数料の免除、引越費用の一部助成、加須産米の贈呈を
行い、移住・定住を促進することができた。
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントが中止となり、さら
なるＰＲ事業は実施できなかった。

都市計画法第34条第11号開発許可件数 ・開発許可、適合証
明、建築許可等に関
する事前相談及び申
請書の受理、審査、
許可、検査等
・開発工事完了検査
による現場との整合
確認
・まちづくり指導要
綱に基づく事前協議
及び庁内調整会議の
実施等

地域の特性
を活かした
土地利用と
良好な住環
境の形成

地域の特性
を活かした
土地利用と
良好な住環
境の形成

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

135

１
目
標
を
達
成

【評価の理由】
都市計画法及び加須市住みよいまちづくり指導要綱に基づき適正な事務処
理を行ったため、許可内容と現場の整合性を高めることができた。

136

１
目
標
を
達
成

・各種都市計画の適正
な運用を図る。
・産業系開発地域（12
号区域指定）及び住居
系開発地（11号区域の
見直し等）の計画的な
土地利用を図るため、
現状の周辺土地利用の
状況を勘案しながら見
直しについて検討を進
める。
・都市計画基本図更新
業務委託により、都市
計画基本図を、平成23
年から令和4年1月1日
時点に更新する。



第５章・第２節・第２項
交通ネットワークの構築・道路環境の向上



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第２節】便利で暮らしやすいまちをつくる

【第２項】交通ネットワークの構築・道路環境の向上

【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 15 15 15 15 15 25

実績 15 0

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2 0 0 0 0 0

実績 7 6

138

【評価の理由】
　市が管理する道路については、良好な状態を保持し、道路に起因する事
故が発生しないよう、適切な管理に努めたものの事故が発生したため大幅
に遅れていると評価した。

139

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

交通ネット
ワークの構
築・道路環
境の向上

交通ネット
ワークの構
築・道路環
境の向上

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・引続き、目標達成
のため、道路網整備
計画の取組を実施し
ていく。

【評価の理由】
　評価対象外（５年に１度のアンケート実施のため）

交通ネットワーク、道路環境に対する市民の満足度
（満足・やや満足と答えた人の割合）

道路に起因する事故発生件数 ・箇所付舗装工事や
単価契約工事及び直
営による補修等によ
り道路環境の維持管
理を行っているが、
簡易的な維持修繕
で、安全に作業でき
る箇所については、
可能な限り市民との
協働により行う。



第５章・第２節・第３項
公園の維持・充実



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第２節】便利で暮らしやすいまちをつくる

【第３項】公園の維持・充実

【評価】は６段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 60 65 70 75 80

実績 0

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 6 8 10 12 14 16

実績 6 6

・公園維持管理の取
組みとして、公園利
用者の意見聴取の手
法をweb方式など検
討し、その結果を加
味した公園の維持管
理を図る。

【評価の理由】
新型コロナウイルス感染防止のため、公園利用者からの聞き取り調査を実
施しなかったため。

公園利用者の意見聞き取りによる満足度

公園の維持管理に関する市民活動団体数（累計） ・「加須市公園維持
管理計画」
（R3.3.16策定）に
基づく市民との協働
による公園維持管理
の推進。

・「加須市公園サ
ポーター制度実施要
綱」（R3.12.22策
定）による登録団体
を増やし公園の利活
用を進める。

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

140

４
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

【評価の理由】
・公園サポーター制度を市ＨＰやリーフレットにより公募したが参加団体
数が伸びなかったため。
　また、駅前広場や会の川親水公園などのプランター に花などを市民と協
働により植栽し、緑化の推進を図った。

141

３
や
や
遅
れ
て
い
る

公園の維
持・充実

公園の維
持・充実



第５章・第２節・第４項
地域公共交通の充実



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第２節】便利で暮らしやすいまちをつくる

【第４項】地域公共交通の充実

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 250 250 270 270 270 270

実績 150.2 171

指標(単位) (  人  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 15,500 16,000 16,500 17,500 18,000 18,500

実績 15,903 16,473

・コミュニティバス
「かぞ絆号」の更なる
運行改善を図るととも
に、令和4年6月の済生
会加須病院の開院にあ
わせて、デマンド型乗
合タクシー・シャトル
バス・循環バスの3つ
の運行方式全て病院へ
の乗入れを開始する。
・地域でコミュニティ
バスの説明会を実施
し、利用促進を図る。

【評価の理由】
　デマンド型乗合タクシー、シャトルバス、循環バスの３つの運行方式に
より、病院や公共施設等への移動手段の確保や交通不便地域の解消を図る
ことができたものの、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響もあ
り、目標を達成することができなかったため。

コミュニティバス「かぞ絆号」１日当たり利用者数

デマンド型乗合タクシーの利用登録者数（累計） ・コミュニティバス
「かぞ絆号」の更なる
運行改善を図るととも
に、令和4年6月の済生
会加須病院の開院にあ
わせて、デマンド型乗
合タクシー・シャトル
バス・循環バスの3つ
の運行方式全て病院へ
の乗入れを開始する。
・地域でコミュニティ
バスの説明会を実施
し、利用促進を図る。

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策
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３
や
や
遅
れ
て
い
る

【評価の理由】
　令和4年1月の運行見直しにあわせて、コミュニティバスに関する広報を
複数回実施した。これに伴い、デマンド型乗合タクシーの認知が進み、利
用登録を申請する市民が増えたため、目標を達成することできた。

143

１
目
標
を
達
成

地域公共交
通の充実

地域公共交
通の充実



第５章・第２節・第５項
行政手続の利便性と窓口サービスの向上



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第２節】便利で暮らしやすいまちをつくる

【第５項】行政手続の利便性と窓口サービスの向上

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 47 50 51 52 53 54

実績 60.6 59.8

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 0 80 0 80 0 85

実績 81

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 17 8 10 12 14 15

実績 5.8 8.95

144

１
目
標
を
達
成

【評価の理由】
・証明書類全体の発行部数が減少している中、コンビニ交付は大幅に利用
者が増加した。早朝や夜間、休日（保守点検日を除く 6時30分～23時）
でも、自身の都合に合わせて、全国のコンビニエンスストアなどで証明書
の取得が可能である利便性の高いサービスであることの周知が図られた。
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１
目
標
を
達
成

145

行政手続の
利便性と窓
口サービス
の向上

行政手続の
利便性と窓
口サービス
の向上

行政手続の
利便性と窓
口サービス
の向上

１
目
標
を
達
成

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

・広報誌やホーム
ページ等を利用して
電子申請・届出サー
ビスの利用促進を図
る。
・オンライン化につ
いては、DX推進計
画でさらに検討及び
推進をしていく。

【評価の理由】
・目標としていた行政手続きなどのオンライン利用率の向上を達成するこ
とができたため本評価とした。

行政手続件数に占めるオンライン利用の割合

証明書発行のコンビ二交付利用率 ・案内チラシの窓口
配布、広報紙等への
掲載により、コンビ
ニ交付のメリットを
周知し、マイナン
バーカードの普及と
コンビニ交付サービ
スの利用拡大を引き
続き行う。

職員の対応についての市民満足度 ・窓口対応等実態調
査を隔年で実施す
る。
・来庁舎向けナビ
ゲーションシートの
継続的な見直し等
・既存マニュアルの
内容を確認し、随時
更新する。
・マニュアルの適正
化により、ミスのな
い業務推進に努め
る。

【評価の理由】
*アンケート調査の該当設問における「満足」「やや満足」と回答のあった
項目÷有効回答項目数
・職員の対応についての市民満足度割合について、目標を超えているた
め、本評価とした。



第５章・第３節・第１項
効果的で効率的な自治体経営



【第５章】協働による持続可能なまちづくり

【第３節】持続可能な自治体経営を実現する

【第１項】効果的で効率的な自治体経営

【評価】は４段階評価（１目標を達成、２概ね達成、３やや遅れている、４大幅に遅れている）

指標(単位) (  回  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 2 4 6 6 8 10

実績 2 4

指標(単位) (  件  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 108 108 109 110 111 112

実績 88 78

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 97.9 98 98.1 98.2 98.3 98.4

実績 97.6 97.8

ＡＩ・ＲＰＡの適用業務数（累計）

３
や
や
遅
れ
て
い
る

全課の事務改善合計件数 ・各職員が効果的・
効率的な業務遂行を
意識し、事務改善に
取り組めるよう、職
場環境の醸成に努め
る。
・事務効率及び市民
サービスの向上のた
め、改善事例におけ
る各課の取組状況を
確認する。

【評価の理由】
・全５６課所室から７８件の改善報告があったものの、目標件数に達する
ことができなかったため本評価とした。なお、７８件の改善報告のうち１
件を最優秀賞、１１件を優秀賞、１課を最多賞として表彰した。
・改善報告・改善事例集を作成し、職場環境改善の情報共有及び意識共有
に努めた。
・他課から報告された事務改善事例を自課の事務改善へ取り入れることに
より、全庁的に改善効果が高まった。

・財産調査を徹底
し、差押等の滞納処
分または処分停止等
の納税緩和を適正に
実施することによ
り、収入未済額の圧
縮及び収納率の向上
を図る。

第２次加須市総合振興計画　 前期基本計画　KPI進行管理調書（実施状況報告書）

No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

【評価の理由】
・AIによる特定検診勧奨対象者抽出、議事録作成支援、及びAI-OCR、
RPAを活用したため、本評価とした。

149

・AI技術を搭載した
新たなシステムの導
入を検討する。
・AI-OCRとRPAの
活用業務を拡充す
る。
・AI・RPA利用促進
の庁内周知を行う。

【評価の理由】
　目標値を達成することはできなかったが、早期の納税催告・滞納処分等
の収納対策を適切に実施し、また、新型コロナウィルスに係る特例猶予適
用市税については、猶予期限通知を送るなどの納税管理を行い、期限内の
納付があったことから、収納率は前年より0.2ポイント向上したため、目
標を概ね達成していると評価した。

２
概
ね
達
成

市税の収納率（国民健康保険税除く）

147

１
目
標
を
達
成

148

効果的で効
率的な自治
体経営

効果的で効
率的な自治
体経営

効果的で効
率的な自治
体経営



No
評
価

指標
評価の理由

改善点・
今後の取組内容等

施策

指標(単位) (  ％  )

年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
　令和７年度
（目標年）

目標 70 85 85 85 85 85

実績 86 81

研修受講前に設定した受講目標を達成できた職員の割合

【評価の理由】
 自主研修の効果測定において、目標値に近い実績となったため。
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２
概
ね
達
成

効果的で効
率的な自治
体経営

・引き続き、計画的
に職員研修を行い、
職員の人材育成を図
る。



資料３

【まちづくりの基本目標】

第１章　安心安全でいきいきと暮らせるまちをつくる 目標を達成・概ね達成の割合 78.7%

事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合

R３年度 98 36.7% 112 41.9% 40 15.0% 17 6.4% 267

第２章　未来へつなぐ人を育むまちづくり 目標を達成・概ね達成の割合 63.5%

事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合

R３年度 60 30.5% 65 33.0% 30 15.2% 42 21.3% 197

第３章　魅力と活力を生む産業のまちづくり 目標を達成・概ね達成の割合 64.3%

事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合

R３年度 23 32.9% 22 31.4% 15 21.4% 10 14.3% 70

第４章　豊かな自然と快適な環境のまちづくり 目標を達成・概ね達成の割合 82.9%

事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合

R３年度 20 26.3% 43 56.6% 7 9.2% 6 7.9% 76

第５章　協働による持続可能なまちづくり 目標を達成・概ね達成の割合 71.4%

事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合

R３年度 54 36.7% 51 34.7% 22 15.0% 20 13.6% 147

全体 目標を達成・概ね達成の割合 72.4%

事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合 事業数 割合

R３年度 255 33.7% 293 38.7% 114 15.1% 95 12.5% 757

※割合は小数点第2位を四捨五入していますので、合計で100％にならないものもあります。

計

【全体の評価】
「目標を達成」及び「概ね達成」の割合が、全体の72.4％となっている。令和３年度の取組事業のうち、「新型コロナウイ
ルス感染拡大防止」の観点から、やむを得ず、事業の全てを中止または一部中止をせざるを得なかったことから、「大幅
に遅れている」　の評価になっており、達成状況の評価が低くならざるを得ない状況にある。指標の達成度のみで事業
の進捗が全て図られるわけではないが、より一層取組方法の工夫が求められるものである。同時に指標の在り方につい
ても、更なる検討が必要である。

計

1 目標を達成 2 概ね達成 3 やや遅れている 4 大幅に遅れている
計

1 目標を達成 2 概ね達成 3 やや遅れている 4 大幅に遅れている

1 目標を達成 2 概ね達成 3 やや遅れている 4 大幅に遅れている
計

1 目標を達成 2 概ね達成 3 やや遅れている 4 大幅に遅れている

計

第２次総合振興計画　前期基本計画　令和３年度　全事業達成度状況とりまとめ

1 目標を達成 2 概ね達成 3 やや遅れている 4 大幅に遅れている
計

1 目標を達成 2 概ね達成 3 やや遅れている 4 大幅に遅れている

令和３年度：令和４年８月４日時点
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